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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
末広収納ユニットである末広可撓収納ユニットを製造する方法であって、
２以上の支持材（１０２）が、互いに下方向に広がっていく末広がりである、支持末広材
に、穴嵌容器（10）の支持挿入穴（４９）に挿入して設け、 
前記支持末広材を構成する、前記２以上の支持材（１０２）は、曲げ可能な可撓性のある
支持可撓材（６２）であり、
前記穴嵌容器（10）は、
該穴嵌容器（10）の外縁部（3）の内側に収納物を収容する収納部（1４）である容器形状
であり、前記支持末広材（１０３）が挿入される穴である、支持挿入穴（４９）を備え、
前記穴嵌容器（10）の容器形状は、前記穴嵌容器（10）の外側の略縁部である外縁部（3
）から、
該外縁部（3）よりも低くなる部分である内低部（4）を備えることによって、係る内低部
（4）に収納された収納物が、外縁部（3）からのこぼれを抑制可能であり、
前記支持末広材（１０３）を前記支持挿入穴（４９）に挿入することによって、前記穴嵌
容器（10）を前記支持末広材（１０３）に設けることを特徴とする末広可撓収納ユニット
（１）の製造方法。
【請求項２】
末広収納ユニット（１）である末広可撓収納ユニットは、2以上の支持材（１０２）が、
互いに下方向に広がっていく末広がりである、支持末広材（１０３）であって、穴嵌容器
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（10）の支持挿入穴（４９）に挿入されて、 
前記支持末広材を構成する、前記２以上の支持材（１０２）は、曲げ可能な可撓性のある
支持可撓材（６２）であり、
前記穴嵌容器（10）は、
該穴嵌容器（10）の外縁部（3）の内側に収納物を収容する収納部（1４）である容器形状
であり、前記支持末広材（１０３）が挿入される穴である、支持挿入穴（４９）を備え、
前記穴嵌容器（10）の容器形状は、前記穴嵌容器（10）の外側の略縁部である外縁部（3
）から、
該外縁部（3）よりも低くなる部分である内低部（4）を備えることによって、係る内低部
（4）に収納された収納物が、外縁部（3）からのこぼれを抑制可能であり、
前記支持末広材（１０３）が前記支持挿入穴（４９）に挿入されることによって、前記穴
嵌容器（10）が前記支持末広材（１０３）に設けられたことを特徴とする末広可撓収納ユ
ニット（１）。
【請求項３】
前記支持可撓材（６２）が、支持用支柱（７９）に設けられることによって、前記末広可
撓収納ユニット（１）が自立可能であることを特徴とする請求項２に記載の末広可撓収納
ユニット（１）。
【請求項４】
前記支持可撓材（６２）が、前記支持可撓材（６２）の互いの距離を調整可能とする、支
持アダプター（６３）を備えたことを特徴とする請求項２から請求項３のいずれかに記載
の末広可撓収納ユニット（１）。 
【請求項５】
前記穴嵌容器（10）が、弾性または可撓性を有する基台シート（３０）を介して、前記支
持錐材（４５）に設けられたことを特徴とした請求項２から請求項４のいずれかに記載の
末広可撓収納ユニット（１）。
【請求項６】
末広可撓収納ユニット（１）が、幅の変更が可能である穴嵌容器（10）である 幅可変容
器部（１００）を備えたことを特徴とする請求項２から請求項５のいずれかに記載の末広
可撓収納ユニット（１）。
【請求項７】
前記幅可変容器部（１００）が 幅調整用部材（１０６） によって係止された２枚の面材
である可動面材（１０５）を備え、該可動面材（１０５）が支持末広材（１０３）を挟み
込む、略コの字形の形状であることを特徴とする請求項２から請求項６のいずれかに記載
の末広可撓収納ユニット（１）。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、主として植物の育成及び緑化、並びに小物の整理に資する収納具に関し、詳し
くは配置領域と配置位置を自由に調整することによって、沢山の植物や雑貨等を用い、こ
れらの配置を自由にレイアウトすることで斬新な装飾が可能であり、且つ、美的緑化の促
進や作業効率向上に資する装飾自在な収納器具に関する。
【背景技術】
【０００２】
従来から雑貨等の収納には多種多様な収納具が提案されている。係る収納具は機能的に収
納するものから、収納効率よりもお洒落や装飾を目的とした収納具も存在する。しかしな
がら、収納スペースの高さの配置が容易に自由で、更には収納位置をアレンジでき、出し
入れのし易さまで考慮された収納具は皆無といえる。
【０００３】
　また、植物を店頭等の装飾に用いたり家庭用のガーデニングとして楽しむ方が増えてき
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ており、係る装飾には花壇、プランター、ハンギング等を利用した方法が用いられている
。しかしながら、ワイヤー等で吊るすタイプのハンギング等では重量に制限があり、植物
の数や種類が限られてしまうという問題や、根詰まりして根腐れを起こして枯れ易いとい
う問題点や、鉢やプランター等による装飾ではアレンジやバリエーションの範囲に限界が
あるという問題がある。
【０００４】
更に、花を用いて広範に装飾する場合では多数の鉢等への水やりに負担も大きくなるとい
う問題もある。そこで、小規模な装飾範囲から大規模な装飾範囲まで自在に対応でき、更
にあらゆるレイアウトや創作者の自由なアレンジに対応できる装飾用具が望まれていると
いえる。特にイベント会場などの装飾などでは個性溢れるお洒落な植物を用いた装飾を容
易に施す技術が求められているといえる。
【０００５】
　そこで、従来からも種々の技術が提案されている。例えば、特許文献１には、発明の名
称を「花卉ハンギングバッグおよび花卉ハンギングセット」とする技術が開示され、公知
技術となっている（特許文献１参照）。具体的には「有底袋体の正面部複数箇所に十文字
状切り込み等による窓部を形成してなり、これにより軒先に吊るしたり、あるいはトレリ
ス等に懸け吊るして用いる場合に安定性がよく、しかも花卉類が成長するにつれて、露出
していた袋体自体が次第に隠れるようになる結果、人工的感覚があまりなく自然性を維持
することができ、また取り扱い性も格段に向上する」というものである。しかしながら、
特許文献１に記載の発明は、挿入口が固定されているため装飾が自由自在とはいえず、前
記問題の解決には至っていない。
【０００６】
　また、特許文献２には、発明の名称を「ユニット式ガーデニングラック」とする技術が
開示され、公知技術となっている（特許文献２参照）。具体的には「自立接地用のベース
を有しかつ長さが異なる複数種の帯板状ポールと、これら複数種の帯板状ポールの長さに
それぞれ等しい縦寸法を有しかつ横幅寸法は全て等しい大きさに形成された複数種のハン
ギング用格子パネルとを、帯板状ポールの両側辺部に形成した差込み溝及び係合部とハン
ギング用格子バネルの横幅方向の両側辺から突出させた突片との差込み係合手段を介して
鉛直面内に形態の異なる複数種類の自立式ガーデニングラックを組立可能に構成している
」というものである。しかしながら、特許文献２に記載の発明は、沢山の植物を自由に装
飾できるが、大きな部材を組立て固定しなくてはならず、スペース確保の問題や装飾した
個体を集合させているにすぎず、発明品本体による自由自在な装飾とは言えないため、前
記問題の解決には至っていない。
【０００７】
なお、本発明者は、発明の名称を「筒状緑化ユニット」とする技術で特許を受けている。
（特許文献３参照）具体的には「少なくとも１以上のケース部材からなり、前記ケース部
材は、略長方形であり、幅方向に曲げ可能であり、長手方向に沿った両辺にファスナーの
エレメントを持ち、前記エレメントをファスナーのスライダで結合することで前記ケース
部材を中空の中空体とし、前記中空体の内部には植物培養基材が投入され、前記スライダ
は１つのファスナー構造に対して２つ以上設置されており、前記スライダの位置を調整す
ることで、前記ファスナーの一部を開口部とし、前記開口部から前記植物培養基材に対し
て植物を植付け可能」というものである。しかしながら、複数のファスナースライダーを
使用することから、製造上のコストと手間がかかるという問題が残されているといえ、よ
りシンプルな部材、構造を開発するといった課題も追及すべきといえる。
【０００８】
なお、本発明者は、発明の名称を「多用途用収納ユニット」とする技術で特許を申請中で
ある。（特許文献４参照）具体的には「可とう性を有する略シート状の素材から成る構成
可撓部材によって全体を構成し、開口入口部は該開口入口部において二つ以上に分割され
た構成可撓部材からなり、前記開口入口部は、下シート上辺が、上シート対向部よりも長
く、あるいは弛んだ状態で設けられることにより、該開口入口部を、閉じ難く開口可能で
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あることにより、前記収納空間内の収納物によって、前記構成可撓部材の背面から圧力が
かかっていても、前記開口入口部の開口状態を保持可能であることで長さの異なる前記収
納物でも収納でき、収納物を出し入れし易く、収納空間と収納位置を自由に調整すること
を可能とした。」というものである。しかしながら、収容物の出し入れの際の開口部の構
造に課題あるいは、改善の余地もあり、より広い応用、活用範囲、よりシンプルあるいは
多彩な部材、構造、及び、より発展的な部材、構造とその製造方法を開発するといった課
題も追及すべきといえる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】特開２００１－１８６８１６号
【特許文献２】特開２０００－０４１８１４号
【特許文献３】特許第５４９５１９８号
【特許文献４】特願２０１８－２２８６０６号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　あらゆるデザインアレンジによる、雑貨等の小物や植物を用いて美しい装飾が可能であ
り、植栽に利用する場合には、水やり、植え替えのいずれも簡単に行えるガーデニング用
品ともなる収納ユニットを提供する。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
本発明は、末広可撓収納ユニットである末広収納ユニットを製造する方法であって、
２以上の支持材（１０２）が、互いに下方向に広がっていく末広がりである、支持末広材
に、穴嵌容器（10）の支持挿入穴（４９）に挿入して設け、 
前記支持末広材を構成する、前記２以上の支持材（１０２）は、曲げ可能な可撓性のある
支持可撓材（６２）であり、
前記穴嵌容器（10）は、
該穴嵌容器（10）の外縁部（3）の内側に収納物を収容する収納部（1４）である容器形状
であり、前記支持末広材（１０３）が挿入される穴である、支持挿入穴（４９）を備え、
前記穴嵌容器（10）の容器形状は、前記穴嵌容器（10）の外側の略縁部である外縁部（3
）から、
該外縁部（3）よりも低くなる部分である内低部（4）を備えることによって、係る内低部
（4）に収納された収納物が、外縁部（3）からのこぼれを抑制可能であり、
前記支持末広材（１０３）を前記支持挿入穴（４９）に挿入することによって、前記穴嵌
容器（10）を前記支持末広材（１０３）に設ける手段を採用する。
【００１２】
また、本発明に係る末広可撓収納ユニットである末広収納ユニット（１）は、2以上の支
持材（１０２）が、互いに下方向に広がっていく末広がりである、支持末広材（１０３）
であって、穴嵌容器（10）の支持挿入穴（４９）に挿入されて、 
前記支持末広材を構成する、前記２以上の支持材（１０２）は、曲げ可能な可撓性のある
支持可撓材（６２）であり、
前記穴嵌容器（10）は、
該穴嵌容器（10）の外縁部（3）の内側に収納物を収容する収納部（1４）である容器形状
であり、前記支持末広材（１０３）が挿入される穴である、支持挿入穴（４９）を備え、
前記穴嵌容器（10）の容器形状は、前記穴嵌容器（10）の外側の略縁部である外縁部（3
）から、
該外縁部（3）よりも低くなる部分である内低部（4）を備えることによって、係る内低部
（4）に収納された収納物が、外縁部（3）からのこぼれを抑制可能であり、
前記支持末広材（１０３）が前記支持挿入穴（４９）に挿入されることによって、前記穴
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嵌容器（10）が前記支持末広材（１０３）に設けられた構成を採用する。
【００１３】
　また、本発明は、前記支持可撓材（６２）が、支持用支柱（７９）に設けられることに
よって、前記末広可撓収納ユニット（１）が自立可能である構成を採用することもできる
。
【００１４】
また、本発明は、前記支持可撓材（６２）が、前記支持可撓材（６２）の互いの距離を調
整可能とする、支持アダプター（６３）を備えた構成を採用することもできる。
【００１５】
また、本発明は、前記穴嵌容器（10）が、弾性または可撓性を有する基台シート（３０）
を介して、前記支持錐材（４５）に設けられた構成を採用することもできる。
【００１６】
また、本発明は、末広可撓収納ユニット（１）が、幅の変更が可能である穴嵌容器（10）
である 幅可変容器部（１００）を備えた構成を採用することもできる。
【００１７】
また、本発明は、前記幅可変容器部（１００）が 幅調整用部材（１０６） によって係止
された２枚の面材である可動面材（１０５）を備え、該可動面材（１０５）が支持末広材
（１０３）を挟み込む、略コの字形の形状である構成を採用することもできる。
【発明の効果】
【００１８】
本発明に係る末広収納ユニットによれば、屋内、屋外を問わず、比較的狭い設置領域にお
いても多種多様な植物を同時に栽培でき、潅水容易で移動や設置も容易で自由で可能であ
ることから、育苗や園芸における面積を有効活用可能な緑化の装飾や家庭菜園が可能であ
り、作業負担の軽減や作業の効率化を図れるという優れた効果を発揮する。
【００１９】
本発明に係る末広収納ユニットによれば、沢山の開口部を構成することができ、柱に対応
して装着できるので、柱の周辺を効率よく収納ユニットを設置可能で、例えば、イベント
時のテントの展示スペースとすることもできるという優れた効果を発揮する。
【００２０】
本発明に係る末広収納ユニットによれば、イベント時のテントの柱の重りともなり、特に
、緑花の植栽により、係る培養基材の重量によって係る重りの効果を高まるとともに、緑
花による装飾効果を高め、例えば、イベント時のテントの風対策とすることも可能という
優れた効果を発揮する。
【００２１】
本発明に係る末広収納ユニットによれば、イベント時の三角コーンの装飾が可能となり、
三角コーンの風対策の重りとなることと合わせて、イベントの雰囲気をアップさせること
が可能という優れた効果を発揮する。
【００２２】
本発明に係る末広収納ユニットによれば、街灯等の柱の根元に設置することにより、係る
街灯等の柱に、車が衝突等に対する緩衝効果で保護することが可能であるとともに、例え
ば、夜でも明るい街灯の下に広告を入れる収納ユニットを載置することも可能であり、ま
た、あるいは、緑花装飾も可能であり、例えば、夜のイベント会場においての照明と共に
、ライトアップされた緑花を演出可能という優れた効果を発揮する。
【００２３】
　本発明に係る末広収納ユニットによれば、沢山のポケット状の植栽部が独立していない
為、広く根が張れ、根詰まりによる根腐れを抑制でき、上部から一度の水やりにより全体
に水を供給することが可能となるという優れた効果を発揮する。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】本発明に係る末広収納ユニットの基本構成説明図である。
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【図２】本発明に係る末広収納ユニットの支持可撓材の構成説明図である。
【図３】本発明に係る末広収納ユニットの支持材のバリエーションの構成説明図である。
【図４】本発明に係る末広収納ユニットの支持末広材が、支持錐材である三角コーンであ
る構成の説明図である。
【図５】本発明に係る末広収納ユニットが、テントの支柱に設けられた構成の説明図であ
る。
【図６】本発明に係る末広収納ユニットの可撓性柱支えの構成の例の説明図である。
【図７】本発明に係る末広収納ユニットが回動開閉可能であるか、２つ以上に分割可能で
ある構成の説明図である。
【図８】本発明に係る末広収納ユニットの穴嵌容器が、自立可能に積まれることが可能で
ある構成の説明図である。
【図９】本発明に係る末広収納ユニットの板状台あるいは、 コーンウェイトあるいは径
補アダプターのバリエーションの構成説明図である。
【図１０】本発明に係る末広収納ユニットの支持末広材が、方形で、下側に広がる末広形
状である構成の説明図である。
【図１１】本発明に係る末広収納ユニットの支持材が、円錐形状の構成説明図である。
【図１２】本発明に係る末広収納ユニットの径補アダプターの構成の説明図である。
【図１３】本発明に係る末広収納ユニットの径調スペーサーのバリエーションの例の構成
説明図である。
【図１４】本発明に係る末広収納ユニットの着脱リブの構成の説明図である。
【図１５】本発明に係る末広収納ユニットの筒一体スペーサー部の構成の説明図である。
【図１６】本発明に係る末広収納ユニットの穴足の構成説明図である。
【図１７】本発明に係る末広収納ユニットにおける基台シートの構成説明図である。
【図１８】本発明に係る末広収納ユニットの支持挿入穴内径が調整可能である構成の例の
構成説明図である。
【図１９】本発明に係る末広収納ユニットの支持材が、円錐状であるバリエーションの構
成説明図である。
【図２０】本発明に係る末広収納ユニットの支持材のバリエーションの構成説明図である
。
【図２１】本発明に係る末広収納ユニットの支持材のバリエーションの構成説明図である
。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
本発明に係る 末広収納ユニット１は、支持材１０２が、下方向に広がっていく末広がり
である効果を最大限に活用した支持末広材１０３である構成の収納ユニットであり、係る
支持末広材１０３は、板状台９０または穴嵌容器１０の支持挿入穴４９に挿入された構成
にて、係る効果を発揮するものであり、係る構成により、様々な収納物の収納に対応する
とともに、また、係る収納物を植物とする植栽ユニットとしても、様々な有用性を発揮す
るものである。
【００２６】
以下、図面に基づいて本発明に係る末広収納ユニット１について説明する。
但し、図面に示した形状や配置構成等についてはあくまでも代表的な例示であり、その他
、本願発明の特徴的な効果が発揮される範囲において変更することが可能であり、また、
それぞれの図の例示の構成は、それぞれ他のお互いの図面の構成の例において、応用可能
であるものである。
【００２７】
図１は、下方向に広がっていく末広がりに設けられた支持材１０２である、支持末広材１
０３に、穴嵌容器１０または穴嵌容器１０である錐台筒４１または筒状体４８を 設けた
構成の例である。
 図１（ａ）が、穴嵌容器１０の例であり、 図１（ｂ）が係る穴嵌容器１０が、略筒形状
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の筒状体４８であり、図１（ｃ）が係る穴嵌容器１０が、略錘台形状の錐台筒４１の構成
であり、それぞれ支持挿入穴４９に、係る支持末広材１０３を挿入して設けられる穴嵌容
器１０の構成の例である。
【００２８】
係る穴嵌容器１０は、収納物の収納部１４である容器形状であり、前記支持末広材１０３
が挿入される穴である、支持挿入穴４９を備え、係る穴嵌容器１０の容器形状は、係る穴
嵌容器１０の外側の略縁部である外縁部２から、係る外縁部２よりも低くなる部分である
内低部４を備えることによって、係る内低部４に収納された収納物が、外縁部２からのこ
ぼれを抑制可能であり、係る支持末広材１０３が係る支持挿入穴４９に挿入されることに
よって、穴嵌容器１０が前記支持末広材１０３に設けられるものである。
また、係る支持末広材１０３には、板状で支持挿入穴４９を備えた、板状台９０を設けて
も良い。
【００２９】
図１（ａ）の穴嵌容器１０は、係る穴嵌容器１０の構成において、穴嵌容器１０の外側の
略縁部である外縁部２の内側の内低部４と、その内側に、支持挿入穴４９を備え、係る支
持挿入穴４９から立ち上がった壁である、立上穴壁５を備え、係る立上穴壁５が形成する
支持挿入穴４９に支持末広材１０３を挿入することによって、係る穴嵌容器１０を係る支
持末広材１０３に個受けることによって、連続的に高さが可変で、安定性のある末広収納
ユニット１を構成する穴嵌容器１０の例である。
【００３０】
図１（ｂ）の穴嵌容器１０は、略筒状の筒状体４８であり、係る外縁部２より低くなる内
低部４の内側が収納部１４を構成し、図１（ｃ）の穴嵌容器１０は、略錘台形状の錐台筒
４１の構成であり、係る外縁部２より低くなる内低部４の内側が収納部１４を構成するも
のである。
【００３１】
図１（ｄ）は、支持材１０２が下方向に広がっていく末広がりに設けられた構成であり、
 図１（ｅ）、及び 図１（ｆ）の構成の説明の為の支持材１０２の例であり、４本の支持
材１０２が、下方向に広がっていく末広がりに係る支持材１０２が設けられて底部を形成
する、支持底６０に設けられた構成である。
【００３２】
図１（ｅ）は、係る支持材１０２に、図１（ｂ）の構成の径の違う筒状体４８が４つ縦方
向に設けられている構成であり、図１（ｆ）は、図１（ｃ）の構成の径の違う錐台筒４１
が３つ縦方向に設けられている構成であり、支持材１０２が下方向に広がって末広がりに
設けられていることにより、上から係る支持材１０２を巻くようにして、係る錐台筒４１
または筒状体４８を挿入するようにして、係る内径の違う錐台筒４１または筒状体４８を
係る支持材１０２に設けることによって、係る錐台筒４１または筒状体４８が、その内径
の違いによって係る支持材１０２に設けられる高さを自由に容易に調整でき、上方からで
も収納物を収納可能な開口入口部１２を設けることができる構成である。
【００３３】
係る構成は、例えば、係る支持材１０２が下方向に広がる角度を大きくすることによって
、同じ径の差の二つの錐台筒４１または筒状体４８を設けても、係る二つの錐台筒４１ま
たは筒状体４８が設けられる高さの差や、重なり具合を調整することが可能であり、係る
支持材１０２の設けられる角度を可変な構成としたり、あるいは、係る錐台筒４１または
筒状体４８の径を可変な構成にすることによって、更に、係る自由度が増す構成となり、
有用である。
【００３４】
図１（ｇ）は、係る支持材１０２が鎖である構成の例の断面図であり、係る鎖は、上部で
三又にカナメ部６１に設けられて、上から吊る構成となっており、図１（ｈ）が、係る支
持材１０２が鎖である構成の、支持底６０の無い状態を示しており、３本の支持材１０２
である鎖は、Ｓ字フックで、支持底６０に着脱可能に留めることが可能な構成となってい
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る。
【００３５】
本構成においては、係るカナメ部６１に支持材１０２である３本の鎖が回動可能に設けら
れており、また、係る鎖は、下部にて、支持底６０にフックで着脱可能に設けられている
構成であり、係る支持底６０のサイズによって、係る鎖を底部で設ける互いの鎖を留める
距離が変えることが可能であり、つまりは、図１（ｆ）の説明にもあるような、支持材１
０２の角度を可変とすることが可能となる構成であり、つまり、係る支持材１０２の鎖に
設ける錐台筒４１または筒状体４８の設置位置の調整の幅が広がり、有用である。
また、本構成においては、３本の支持材１０２である鎖が円形の支持底６０に設けられて
いるが、四角の支持底６０として、係る支持底６０の四角にて係る支持材１０２を留める
構成とすることにより、本発明における末広収納ユニット１を、直方体状あるいは、四角
錐台状の構成とすることも可能であり、自由度が高い構成とすることが可能である。
【００３６】
また、係る支持材１０２が、カナメ部６１において、回動可能に設けられていることによ
って、係る支持材１０２の角度を必要に応じて可変に設けることができるものであり、係
る支持材１０２を棒としても、同様に角度可変とすることが可能である。
 また、係る鎖である曲げ可能な可撓性のある支持材１０２の、支持可撓材６２は、曲げ
可能な可撓性であり、本願発明の末広収納ユニット１及び、錐台筒４１または筒状体４８
及び収納物の重量に耐えて、保持可能な強度があることが望ましく、その他、紐状、ワイ
ヤー状、リボン状でも良く、その他の材質、材料、構造でも良く、その他、本願発明の特
徴的な効果が発揮される範囲において変更することが可能であり、限定しない。
【００３７】
また、係る支持底６０は、特に本末広収納ユニット１を植栽容器とする場合は、植木鉢と
しても良く、その場合、穴嵌容器１０と係る植木鉢の間から、土や水がこぼれない構成と
することが望ましく、また、係る植木鉢の縁部が係る穴嵌容器１０の外に出っ張り、係る
植木鉢にも、直接植栽可能な構成とすることが望ましい。
【００３８】
尚、係る支持底６０と支持材１０２が着脱可能に留めることが可能である構成は、本構成
の様に、フックでも良いし、紐でも、ベルトでも、面ファスナーでも、嵌合でも、磁石で
も、ネジ止めでも良く、その他、本願発明の特徴的な効果が発揮される範囲において変更
することが可能であり、限定しない。
【００３９】
尚、特に図１（ｇ）の様に、係る末広収納ユニット１を吊設する構成である場合、特に、
植栽用として係る末広収納ユニット１を用いる場合、錐台筒４１または筒状体４８は、例
えば可撓性のシートなど、比較的薄い、剛性の求められない素材で構成することが可能で
あるので、軽量化を図ることができ、有用である。
【００４０】
尚、図１（ｇ）の構成の例においては、錐台筒４１の側面の形状が、鉛直方向にもＲ形状
の錐台筒４１が６個設けられており、断面図として記載されており、係る構成の様に、錐
台筒４１の側面の形状は、鉛直方向にもＲ形状の構成である、R筒台６９としても良く、
係る形状とすることによって、同じ厚さの可撓性素材であっても、より、剛性あるいは強
度のある形状とすることができる一方、形状変化の自由度は低くなる面があり、必要に応
じて、選択可能となる。
尚、係るR筒台６９は、筒状体４８の側面が鉛直方向にＲ形状である構成としても良く、R
筒台６９は、錐台筒４１または筒状体４８の一種である。
【００４１】
また、穴嵌容器１０を、錐台筒４１または筒状体４８とすることによって、係る支持挿入
穴４９部の径によって、係る径より大きい支持部よりは下にずれず、係る錐台筒４１また
は筒状体４８の位置がきまり、保持可能で安定するので、有用である。
ただ、例えば、係る錐台筒４１または筒状体４８の一方向のみに、収容物を収納すると、
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収納物の入っていない側が上に浮き上がることも考えられるので、そうした浮き上がり防
止に、必要に応じて、支持材１０２または、他の穴嵌容器１０に係止しておいても良いが
、必要に応じて、あくまでも浮き上がりや横ずれ防止程度の係止でもよく、常にバランス
よく収納される場合、例えば、常に植栽の植物や培養基材３４が収容される場合などにお
いては、必ずしも係る係止は無い構成としても良い。
【００４２】
また、係る構成によって、収納物を植物とした植栽容器とすることによって、側面から自
由に植栽可能で、且つ、係る植栽可能な収納部１４の位置も、連続的に高さを自由に設定
可能であり、また、培養基材３４が一体に繋がっていることで、根３５詰まりによる根３
５腐れの心配も少なく、係る高さの設定が自由な穴嵌容器１０は上から嵌めるだけでセッ
トし易い構成となり、有用である。
【００４３】
また、図面には示されていないが、支持挿入穴４９の形状は、円形の穴でも、方形の穴で
も、ハート型の穴でも、その他異形でも良く、限定しない。 
また、本図においては支持材１０２の数は４本の支持材１０２に穴嵌容器１０が設けられ
た構成の例であり、係る支持材１０２は、１本でも、２本でも、３本でも、また、５本以
上でも良い。
　また、図面には示していないが、末広収納ユニット１を、支持材１０２に吊り下げるよ
うに設けても良い。
 支持材１０２は、板状台９０または穴嵌容器１０の位置を保持する機能を有するもので
ある。
【００４４】
図２は、図１の支持材１０２が、支持可撓材６２である構成のバリエーションの例の説明
図である。
図２（ａ）は、図１（ｇ）の構成において、係る３本の支持可撓材６２である鎖 の中程
で、係る支持可撓材６２間の距離を変える、支持アダプター６３が、複数の支持可撓材６
２を橋架して設けられており、それによって、係る支持可撓材６２の角度を変えて、係る
支持材１０２に、錐台筒４１または筒状体４８を設ける際の高さや種類や位置を調整可能
とするものである。
【００４５】
係る支持アダプター６３は、このように、支持可撓材６２の中程で、係る支持可撓材６２
を曲折させて、支持可撓材６２間の距離を変えるアダプターであり、本構成においては、
棒状の両端に、係る支持可撓材６２である鎖に係止するフックが設けられており、係る支
持可撓材６２の間に橋架されることによって係る支持可撓材６２間の距離を変えているも
のであり、係る支持可撓材６２は、長さを可変として距離を調整できる様にしても良いし
、また、係る支持可撓材６２と同様に、鎖や紐状体やワイヤー等の、可撓性のある構成と
しても良く、その他、本願発明の特徴的な効果が発揮される範囲において変更することが
可能であり、限定しない。
【００４６】
但し、係る複数の支持可撓材６２の距離を短くする為には、係る可撓性の支持アダプター
６３６３としても良いが、係る距離を長くする為には、可撓性でない、硬質な素材の支持
アダプター６３が望ましい。
【００４７】
係る、図２（ａ）の構成においては、係る支持アダプター６３が設けられている部分より
下の支持可撓材６２の領域においては、多くの長さの短めの収納物を収納可能である領域
であり、係る支持アダプター６３より上の支持可撓材６２の領域では、いくつかの長さの
長い収納物を収納可能な構成であり、つまり、長さの短い収納物が多く、長さの長い収納
物が多い場合は、係る構成の末広収納ユニット１とすることができ、必要に応じて自由度
の高いという有用性のあるものである。
また、係る末広収納ユニット１に植栽する場合においても、下の方に沢山緑花が植栽され
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、そこから、塔が立つように緑花が植栽された部分が立ち上がるような、装飾的な植栽容
器とすることができ、その他の形状も、自由度が高く形状を作ることができ、有用である
。
【００４８】
図２（ｂ）は、係る支持アダプター６３によって、支持可撓材６２の距離を、途中で長く
して、支持可撓材６２を、一部で、上側に広がっていく形状に設けた構成の例であり、３
段に設けられた係る支持アダプター６３の内、一番上に設けられた支持アダプター６３が
、上から二段目に設けられた支持アダプター６３よりも、長いことによって、一番上の支
持アダプター６３と上から二段目の支持アダプター６３の間の支持可撓材６２が、上に向
かって広がっていく形状に設けられていることを示している。 
係る構成であることによって、例えば、係る末広収納ユニット１を植栽容器として植栽し
た場合は、係る植栽した末広収納ユニット１を高い位置に設置した場合も、下から仰ぎ見
る様に緑花を装飾可能であり、有用である。
【００４９】
係る支持可撓材６２が、上側に広がっていく形状に設けた部分においては、例えば、フッ
クや凸形状のずれ防止部１１０を設けても良いし、係る穴嵌容器１０や穴嵌容器１０や錐
台筒４１や筒状体４８に穴を設けて支持材１０２と係止してもよい。
【００５０】
図２（ｃ）は、図１（ｇ）の構成の支持可撓材６２の三又の中央に、係る支持可撓材６２
の位置を保持する支柱である、支持用支柱７９が設けられて、係る支持用支柱７９と、支
持可撓材６２と、支持底６０が一体で、本発明における末広収納ユニット１を構成する例
である。
係る構成によって、置き型の図２（ａ）や図２（ｂ）と同様の構成の末広収納ユニット１
とすることができる。
【００５１】
図２（ｄ）は、図２（ｃ）の構成における、支持可撓材６２の位置を保持する支持用支柱
７９に、三又の支持可撓材６２が２セット、上下に設けられた構成の例であり、係る構成
により、例えば、１つの末広収納ユニット１で、２つのカテゴリーの長さの違った収納物
を収納することが可能であり、例えば、上の段には、長さの違う、様々な色鉛筆やペンを
収納し、下の段には、長さの違う、様々な濃さの黒鉛筆や黒ペンを収納するといったカテ
ゴリーに分けて収納することが可能となり、例えば、絵を描く仕事場などにおいて、沢山
の種類の長さの違う色鉛筆等を、場所を取らず収納したい際等に、有用である。
また、本図においては、２段であるが、更に多段に設ける構成としても良い。
【００５２】
図３は、下方向に広がって末広がりに設けられている支持材１０２の外側に、穴嵌容器１
０である穴嵌容器１０としての、錐台筒４１または筒状体４８が設けられている構成に、
収容物が収容された断面図を示している。
【００５３】
図３（ａ）においては、下方向に広がって末広がりに設けられている支持材１０２に、四
つの筒状体４８が巻かれた状態でハチマキ状に設けられている構成の収納部１４に、培養
基材３４が収容され、係る収納部１４の培養基材３４に、開口入口部１２より、植物が収
容物として、植栽されている構成の側面断面図である。
【００５４】
図３（ｂ）は、支持材１０２に錐台筒４１がハチマキ状に設けられた構成の例であって、
係る末広収納ユニット１に、開口入口部１２から、収納部１４に、複数の長さの違う鉛筆
が４本と、上から、長い、物差しが一本収納されている例であり、錐台筒４１とすること
によって、係る開口入口部１２がより大きく開口可能であり、また、係る長さの違うそれ
ぞれの鉛筆は、斜めに収納されていることによって、より取り出し易く、また、入れやす
い構成となっている。
【００５５】
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係る図３の二つの断面図に示される様に、筒状体４８または錐台筒４１の径を変えること
によって、自由な高さに係る筒状体４８または錐台筒４１を設けることが可能であること
が分かり、有用な構成である。
また、係る支持材１０２が、急な角度で立ち上がる構成であれば、少し係る錐台筒４１ま
たは筒状体４８の径を変えるだけで、係る錐台筒４１または筒状体４８が設けられる高さ
が変わり、また、緩やかな角度で立ち上がる構成である程、係る錐台筒４１または筒状体
４８の径が変わった際に、隣り合う錐台筒４１または筒状体４８の上下方向の距離の変化
を小さくしながら、開口入口部１２の上からの開口を広くすることが可能となり、必要、
用途に応じて、係る支持材１０２の角度と錐台筒４１または筒状体４８の径を設定すれば
よい。
 また、支持材１０２の数は、本図は断面図であり２本のみの記載であるが、２本以上で
もよい。
【００５６】
図４は、支持末広材１０３が、支持錐材４５である三角コーン２である構成の例であり、
図４（ａ）は、係る構成の例の斜視図であり、図４（ｂ）及び図４（ｃ）は、係る構成の
例の断面図である。
【００５７】
図４（ａ）は、支持錐材４５である三角コーン２に、立上穴壁５を備えた穴嵌容器１０が
、係る支持錐材４５が穴嵌容器１０の支持挿入穴４９に挿入されて設けられており、係る
穴嵌容器１０には、収納物Ｓ２として、植物が植栽されている構成の例であり、係る三角
コーン２の天頂部には、穴である、天頂穴５１が設けられており、係る天頂穴５１に、案
内表示物であるのぼり旗４０が、係るのぼり旗４０の支柱である保持柱４４を挿入されて
立てられた構成である。
【００５８】
係る三角コーン２は、それ単体では重量が軽く、係るのぼり旗４０のような案内表示物を
立てるには、重量が足りず、例えは、風が吹けばすぐ倒れてしまうというような問題点が
ある。
しかし、係る穴嵌容器１０に、培養基材３４としての土を入れ、そこに収納物として、植
物を植えこむことによって、係る三角コーン２の重量が増し、風等によって、係る支持錐
材４５である三角コーン２の転倒を抑止することが可能となり、有用である。
また、係る三角コーン２に花などの植物を植栽することによって、係る装飾表示物である
のぼり旗４０を引き立て、係るのぼり旗４０への目を引き、広告効果を高める効果もあり
、一石二鳥で有用である。
また、本構成の例の様に、係る三角コーン２などの支持錐材４５の底である支持底６０に
、穴であるペグ穴４６を設けて、係るペグ穴４６に杭やペグを打って、更に倒れを抑止可
能とする構成としても良く、三角コーン２などの支持錐材４５を、ペグや杭で固定可能と
することによって、例えば、傾斜部や、でこぼこの多い場所であっても、係る三角コーン
２や案内表示物やのぼり旗４０が倒れずに立てることが可能となり、有用である。
【００５９】
図４（ｂ）は、図４（ａ）と同等の構成の断面図であり、係る支持底６０の上に、風等で
動かないように、杭やペグを打つ代わりに、重りである、  コーンウェイト８９が載せら
れている構成であり、収納物として植栽されている植物は、省略されている。
また、係る案内表示物であるのぼり旗４０を支える柱である保持柱４４を支える台座であ
る柱台５０が、係る支持錐材４５である三角コーン２の台座である支持底６０の下に挟み
込まれることによって、係る コーンウェイト８９や穴嵌容器１０に収納物として収容さ
れた植物と培養基材３４である培養土の重量によって、係るのぼり旗４０が倒れるのを抑
制している構成として、有用である。
【００６０】
尚、 コーンウェイト８９は、支持材１０２である三角コーン２あるいは、支持錐材４５
あるいは、支持末広材１０３の底で、係る支持材１０２が倒れないように底での支え部分
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である支持底６０の上に設けられて、係る支持材１０２が、風等で倒れ難くする為の、重
りである。
また、係る穴嵌容器１０の底には、穴である  底穴５２が備えられており、係る底穴が水
抜き穴となり、収納物が植栽植物の場合等において、潅水された水の排水がなされる構成
となっており、また、係る収納物が植物でなく、他の収納物であっても、係る穴嵌容器１
０を屋外に設置する際には、雨水が溜まるのを防止することができ、有用である。
【００６１】
また、図４（ｃ）は、図４（ａ）の構成において、 底穴５２が大きく設けられた構成で
あり、係る 底穴５２から、培養基材３４である培養土が下へこぼれ落ちる構成となって
おり、こぼれ落ちた培養土は、係る穴嵌容器１０の下に設けられた穴嵌容器１０に収容さ
れた培養土と繋がり、係る複数の一連の穴嵌容器１０で、一体的な末広収納ユニット１を
構成する例であり、係る構成によって、係る穴嵌容器１０に植栽された植物の根３５が広
がるスペースができ、根３５詰まりによる根３５腐れ等を抑止可能で、且つ、係る 底穴
５２からこぼれた部分の培養基材３４においては、空気中に晒されている面積が多いので
、根３５から十分な酸素を吸収できるという効果があり、植物の生育上も、有用である。
【００６２】
立上穴壁５は、穴嵌容器１０の支持挿入穴４９が、係る支持挿入穴４９形状から立ち上が
った壁状の構成の支持挿入穴４９の壁状部分である。
【００６３】
図５は、係る末広収納ユニット１が、テント５４の支柱に設けられた構成の例を示してい
る。
図５（ａ）は、係る構成の例の斜視図である。図５（ｂ）、図５（ｃ）、図５（ｄ）及び
図５（ｅ）は、係る構成における穴嵌容器１０の例の上面図である。
【００６４】
図５（ａ）は、図４（ａ）同様に支持錐材４５である三角コーン２に、立上穴壁５を備え
た穴嵌容器１０が、係る支持錐材４５が穴嵌容器１０の支持挿入穴４９に挿入されて設け
られており、係る穴嵌容器１０には、収納物Ｓ２として、植物が植栽されている構成の例
であり、係る三角コーン２の天頂部には、穴である、天頂穴５１が設けられており、係る
天頂穴５１に、テント５４が、係るテント５４の支柱である保持柱４４を挿入されて立て
られた構成である。尚、係る植栽された植物は、説明の為分かりやすい様に、１つの穴嵌
容器１０に、2株の花のみ植栽されている構成である。
【００６５】
係るテント５４は、例えば、各種イベント等で立てられる、業務用テント５４であったり
、比較的個人出店などが多いマルシェなどでは、タープテント５４などが立てられて出店
されるのが一般的であるが、この様なテント５４は、風に弱く、固定や重りなどを設けら
れていないと、係るイベント等の最中に、急に突風などが吹いてきた際などは、係るテン
ト５４が飛ばされてテント５４の柱で人をぶつけたり、商品や棚を倒して商品が壊れたり
怪我をしたりする危険性もあるものである。
【００６６】
本構成は、そうしたテント５４の柱の保持、重りにもなり、また、合わせて、例えばそう
したイベントやマルシェなどにおいて、テント５４の柱部を緑花で飾る構成とすることも
でき、目を引く効果もある為、有用であるし、また、商品等を陳列するなどの収納棚とす
る構成としても良く、有用である
テント５４に、係る支持材１０２を設ける構成の順序においては、テント５４を立ててか
ら係る末広収納ユニット１を設置するのが作業の順序的にはやり易く、望ましい。
【００６７】
本構成においては、その際に、係る支持錐材４５である三角コーン２の中に係る三角コー
ン２の側面方向から、係るテント５４の保持柱４４を、係る支持錐材４５の略中心部まで
、挿入可能とする為のスリットである挿通スリット５６が、係る支持錐材４５の最上部か
ら、最底部まで一つのスリットとして設けられている構成である。
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本構成における係る挿通スリットは、保持柱の太さと比べると狭めの挿通スリットの構成
であり、係る保持柱を、係る挿通スリットを押し広げながら挿入する構成となっているが
、更に幅の広い挿通スリットとしても良い。
【００６８】
また、係る穴嵌容器１０においても、同様に係る穴嵌容器１０の側面方向から、係るテン
ト５４の保持柱４４を、係る支持錐材４５の略中心部まで、挿入可能とする為のスリット
である挿通スリット５６が、係る支持錐材４５の最上部から、最底部まで一つのスリット
として設けられている構成である。
係る構成によって、末広収納ユニット１を構成するユニット構成部材である穴嵌容器１０
及び支持錐材４５である三角コーン２を、係る保持柱４４に設けることが可能となる。
【００６９】
また、係る穴嵌容器１０が係る挿通スリット５６を備えた支持錐材４５に巻かれる様にし
てハチマキ状に設けられていることによって、例えば、風等で係るテント５４が倒れそう
になり、係る支持錐材４５である三角コーン２の天頂部の穴である天頂穴５１を開く力が
、保持柱４４によって働いた場合においても、係るハチマキ状に設けられた穴嵌容器１０
が、係る三角コーン２の開き止めとなり、特に係る挿通スリット５６を備えたような保持
柱４４の倒れ抑止となり、安全面においても有用である。
【００７０】
図５（ｂ）は、挿通スリット５６の無い構成である、図４（ａ）に記載の例の穴嵌容器１
０の例である。
図５（ｃ）は、図５（ａ）の構成の例同等に挿通スリット５６を備えた穴嵌容器１０の例
である。
図５（ｄ）は、穴嵌容器１０が、２つ以上に分割可能である構成を示しており、係る、分
割可能な構成であることにより、図5（ａ）の構成の様に、テント５４を立てた状態で、
支持錐材４５である三角コーン２に穴嵌容器１０を設けることが可能な構成である。
【００７１】
図５（ｅ）は、図５（ｄ）の構成の例における、分割可能な穴嵌容器１０の、分割されて
開いた部分である、ユニット部材開閉部５８に挟み込まれるスペーサーである、径変更ス
ペーサー５９を挟み込んで設ける構成の例を示している。
径変更スペーサー５９を設けることによって、支持挿入穴４９のサイズを変更することが
可能な構成となり、係る構成によって、三角コーン２を含む支持錐材４５に穴嵌容器１０
を設ける高さを自由に、変えることが可能な構成となり、有用である。
【００７２】
尚、径変更スペーサー５９を設けることによって、例えば、略真円であった支持挿入穴４
９の形状が、真円でなくなることによって、係る穴嵌容器１０を支持錐材４５に備えた際
に必要以上にがたつきが発生する場合は、係る穴嵌容器１０と支持錐材４５の間に、スポ
ンジや、ゴム材等を挟持させて、係るがたつきを緩和させる構成としても良い。
【００７３】
尚、本構成の例においては、係る支持挿入穴４９は、略円形であるが、係る支持挿入穴４
９の形状は、方形でも良いし、3角形でも、その他多角形でも、星形でも、ハート形でも
よく、その他、本願発明の特徴的な効果が発揮される範囲において変更することが可能で
あり、限定しない。
尚、径変更スペーサー５９は、本構成においては、収納可能な容器形状の構成の例である
が、容器形状でないソリッドなブロック状でも良いし、係る材質も、ポリプロピレンやポ
リアミドなどの合成樹脂でも、各種ゴムでも、木でも、鉄などの金属でも、陶磁器でも、
紙でも、発泡材でも良く、その他、本願発明の特徴的な効果が発揮される範囲において変
更することが可能であり、限定しない。
【００７４】
図５（ｆ）は、穴嵌容器１０が、開閉可能ある構成を示しており、係る、開閉可能な構成
であることにより、図5（ａ）の構成の様に、テント５４を立てた状態で、支持錐材４５
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である三角コーン２に穴嵌容器１０を設けることが可能な構成である。
本構成の例においては、2分割された穴嵌容器１０が、回動開閉構造５７である蝶番によ
って、回動開閉可能に設けられている構成である。
係る回動可能な回動開閉構造５７は、係る蝶番が備えられた位置に可撓性のシートを接着
して回動開閉可能にしても良いし、係る箇所を薄肉に成形することにより回動開閉可能に
しても良いし、2分割された二つの半円の穴嵌容器１０を互いに回動開閉可能に嵌め合わ
せて回動開閉可能にしても良いし、その他、本願発明の特徴的な効果が発揮される範囲に
おいて変更することが可能であり、限定しない。
【００７５】
図５（ｇ）は、図５（ｆ）の構成の例における、開閉可能な穴嵌容器１０の、分割されて
開いた部分である、ユニット部材開閉部５８であるユニット部材回動開閉部５５ に挟み
込まれるスペーサーである、径変更スペーサー５９を、図５（ｅ）同様、挟み込んで設け
る構成の例を示している。
係る構成による有用性は、図５（ｅ）あるいは、図５（ｆ）同等であるが、回動開閉する
構成であることによって、径変更スペーサー５９は、1か所で良く、それによって、係る
支持錐材４５への設置がより、容易となり、有用である。
【００７６】
尚、ユニット部材回動開閉部５５ は、回動開閉することによって、開閉可能なユニット
部材開閉部５８である。
【００７７】
図５（ｈ）は、径変更スペーサー５９と、穴嵌容器１０とを、互いに嵌め合うことによっ
て連結させて径変更スペーサー５９をユニット部材開閉部５８に挟み込ませる構成におけ
る、嵌め合う部分の構成を示しており、穴嵌容器１０の縁部に、上から径変更スペーサー
５９の縁部を嵌め込むことによって、連結させる構成の例である。
尚、係る挟み込ませて連結させる構成は、ユニット部材回動開閉部５５ あるいは、ユニ
ット部材開閉部５８において、２つ以上に分割された係るユニット部材同士の連結させる
構成としても良い。
【００７８】
係る連結させる構成は、その他、互いの嵌め合い構造でも良いし、面ファスナーでも良い
し、磁石でも良いし、ネジでも良いし、掛け金でも良いし、接着、融着でも良いし、別部
材を介して連結しても良いし、その他、本願発明の特徴的な効果が発揮される範囲におい
て変更することが可能であり、限定しない。
尚、挿通スリットの太さは、幅が広くても、必要に応じて狭くても良く、限定しないが、
挿入する一般的な保持柱の太さよりは幅が広い方が、作業性が良く望ましく、また、係る
穴嵌容器を設けた際に、重量によって係る支持末広材１０３である三角コーンが変形しな
いように、係る挿通スリット部あるいは、三角コーンの内側や外側にリブを設けて、係る
三角コーンや支持末広材の強度を増すことが望ましい。
【００７９】
図６は、可撓性柱支え６８の構成の例の説明図である。
【００８０】
図６（ａ）は、図４（ｂ）の構成における広告表示物であるのぼり旗４０が設けられた支
持錐材４５の構成における、可撓性柱支え６８が設けられた構成の例であり、図６（ｂ）
、図６（ｃ）、図６（ｄ）は、可撓性柱支え６８の例の説明の為の上面図である。
図６（ａ）においては、支持錐材４５である三角コーン２の天頂穴５１から挿入されたの
ぼり旗４０の保持柱４４が、図４（ｂ）においては、柱台５０によって保持された構成で
あったが、係る柱台５０の代わりに、可撓性柱支え６８と、天頂穴５１において、支持錐
材４５によって保持された構成の例であり、係る可撓性柱支え６８は、係る保持柱４４の
位置ずれを防ぐものである。
【００８１】
係る可撓性柱支え６８は、可撓性素材からなり、係る可撓性柱支え６８には、可撓性素材
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からなるシートである柱支えシート６６、または紐状体または帯状体から成る柱支え紐６
７がある。
係る柱支えシート６６、は、略中央に穴またはスリットである柱支え穴６４を備え、係る
可撓性柱支え６８である柱支えシート６６の前記柱支え穴６４から離れた箇所に、係る柱
支えシート６６の位置を保持する為の係止部である、柱支え係止部７０を備え、前記可撓
性柱支え６８は、支持錐材４５の下に敷かれて挟まれて、柱支え係止部７０によって、係
る可撓性柱支え６８の位置を保持可能に係止されて、前記支持錐材４５と合わせて、前記
保持柱４４を保持することが可能である。
【００８２】
本構成例の柱支え穴６４には、係る可撓性柱支え６８と、係る保持柱４４とを係止する、
支え穴係止具７１である紐を備え、係る支え穴係止具７１によって、係る保持柱４４と柱
支えシート６６とを係止することによって、係る保持柱４４の位置がずれるのを抑制して
いる構成である。
支え穴係止具７１は、紐の他に、面ファスナーでも保持柱４４との嵌め合い部材でも良く
、その他、本願発明の特徴的な効果が発揮される範囲において変更することが可能であり
、限定しない。 
尚、係る可撓性柱支え６８は、係る可撓性柱支え６８の上に載っている支持錐材４５の重
量が十分に重い場合は、柱支え係止部７０にて係止しない構成としても良い。
【００８３】
図６（ｂ）及び図６（ｃ）は、柱支えシート６６の構成の例であり、図６（ｂ）の構成の
例においては、可撓性の略方形のシートの略中央に、穴である柱支え穴６４が設けられ、
係る柱支え穴６４の両脇に、二本の紐である支え穴係止具７１が設けられ、係る方形の各
４辺の略中央に、柱支え係止部７０を備えた構成であり、図６（ａ）の構成においては、
係る柱支え穴６４に保持柱４４が挿入されて設けられて、支え穴係止具７１で係る保持柱
４４を係止して保持し、柱支え係止部７０にて、係る柱支えシート６６を支持錐材４５で
ある三角コーン２と係止させることによって、係る柱支えシート６６が、係る三角コーン
２に対してずれない構成となっている。
【００８４】
図６（ｃ）の構成の例においては、図６（ｂ）の構成の例の柱支え穴６４が、スリットで
ある構成であり、係るスリットが、係る方形の柱支えシート６６の辺まで設けられている
構成であり、このように係るスリットが、係る柱支えシート６６の端部から設けられてい
ることによって、例えば、係る保持柱４４が、図5に示されるようなテント５４の保持柱
４４である構成において、係る柱支えシート６６を、既に立ったテント５４の保持柱４４
に設けることが可能となり、有用である。
【００８５】
図６（ｄ）は、可撓性柱支え６８が、柱支え紐６７である構成の例であり、係る柱支え紐
６７は、複数方向に放射状に紐状体または帯状体が設けられており、係る放射状に設けら
れた紐状体または帯状体が集中するカナメ部６１を、放射カナメ６５とし、係る放射カナ
メ６５に柱支え穴６４を備え、係る柱支え穴６４には、保持柱４４を挿入して保持可能で
あり、係る放射状に設けられた複数の紐状体または帯状体の端部には、柱支え係止部７０
が、4つ設けられた構成の例である。
尚、柱支え紐６７の構成の例においては、係る柱支え穴６４の代わりに、支え穴係止具７
１を備えても良い。
【００８６】
柱支え係止部７０は、可撓性柱支え６８と支持材１０２をずれないように係止、あるいは
保持する構成のものであり、可撓性柱支え６８または支持材１０２に設けられて、互いの
位置を保持するものであり、本構成においては、図６（ａ）に示される様に、フック状で
あるが、例えば、可撓性柱支え６８と一体に設けられた棒状体で、係る可撓性柱支え６８
に凸部を構成し、可撓性柱支え６８の上に載った係る支持材１０２の支持底６０の周辺部
に係る凸部が当たるような構成とすることによって、係る支持材１０２の下に設けられた
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可撓性柱支え６８がずれないような構成としても良い。
【００８７】
係る柱支え係止部７０は、フックでも、穴でも、凸部でも、凹部でも、板材でも、紐でも
、磁石でも、面ファスナーでも、接着でも、融着でも、ボルトでも、クリップでも、棒で
も良く、その他、本願発明の特徴的な効果が発揮される範囲において変更することが可能
であり、限定しない。
【００８８】
また、係る末広収納ユニットの構成は、テント５４の保持柱４４だけでなく、その他、街
灯の支柱、電線の柱、駐車場の屋根の柱を保持柱としても良く、そのほか、本願発明の特
徴的な効果が発揮される範囲において変更することが可能であり、限定せず、また、街路
樹等の樹木に同様に設けても良く、係る樹木の保護及び、樹木の装飾や収納部の設置とも
なり、有用である。
係る末広収納ユニットの構成は、係る保持柱４４へ設けて、係る保持柱４４の緩衝とする
構成にもなり、且つ、緑花の装飾や収納部も兼ねることが可能となり、有用である。
【００８９】
図７は、支持錐材４５である三角コーン２の縁部または外形面から、略中心部まで、保持
柱４４または棒を縦方向に挿入可能になるように、開閉可能であるか、２つ以上に分割可
能である構成の例である。
【００９０】
図７（ａ）の構成は、上記加工がなされていない状態の普通の三角コーン２の上面図を示
しており、図７（ｂ）及び図７（ｃ）は、係る図７（ａ）の構成の三角コーン２が、2つ
に分割可能な構成の例であり、図７（ｂ）が係る2つに分割された三角コーン２が、1つに
組み合わされた構成を示しており、図７（ｃ）は、係る三角コーン２が2つに分割された
状態を示している。また、図には示していないが、係る分割されて開閉される部分である
、ユニット部材開閉部５８に、互いに位置ずれ抑止の嵌め合い部や、係止部や当たり面な
どの、ずれ防止部１１０である、合体ずれ防止部７８を設けても良く、係る合体ずれ防止
部７８は、ただ、係る支持錐材４５または三角コーン２を切っただけの様な、カット面が
切りっぱなしのような構成だけだと、図７（ｂ）のように合わせられた状態の支持錐材４
５に、穴嵌容器１０を設けた際に、係る分割された支持錐材４５の互いの合わせ面がずれ
てしまうと、例えば、設けた穴嵌容器１０の位置がずれたり、傾いたりして収納物が落下
してしまうようなことが発生する可能性もあり、そうした危険性を防止する為にも、有用
である。
【００９１】
図７（ｄ）、図７（ｅ）、図７（ｆ）の構成の例における、三角コーン２は、係る三角コ
ーン２の縁部または外形面から、前記いずれかのユニット構成部材の略中心部まで、保持
柱４４または棒を縦方向に挿入可能になるように、開閉可能であることによって、前記い
ずれかのユニット構成部材の側面方向から、前記いずれかのユニット構成部材の略中心部
まで、保持柱４４または棒を縦方向に挿入可能である構成の例であり、図７（ｄ）は係る
構成で閉じた状態、図７（ｅ）は開いた状態、図７（ｆ）は開いた状態の上面からの断面
図を示している。
【００９２】
本構成の例においては、三角コーン２が、薄肉に成形することにより回動開閉可能に成形
された回動開閉構造５７によって、回動開閉可能に設けられている構成である。
係る回動可能な回動開閉構造５７は、係る蝶番が備えられた位置に可撓性のシートを接着
して回動開閉可能にしても良いし、係る箇所を薄肉に成形することにより回動開閉可能に
しても良いし、2分割された二つの半円の三角コーン２を互いに回動開閉可能に嵌め合わ
せて回動開閉可能にしても良いし、その他、本願発明の特徴的な効果が発揮される範囲に
おいて変更することが可能であり、限定しない。
【００９３】
図７（ｆ）は、図７（ｅ）の構成における構成の上面からの断面図であり、係る三角コー
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ン２のユニット部材開閉部５８であるユニット部材回動開閉部５５ に、係るユニット部
材開閉部５８の合わせ部がずれないように、当たり面である合体ずれ防止部７８を備えた
構成となっている。
回動開閉構造５７は、係る三角コーンの底である。支持底に回動開閉構造を備えても良い
。
【００９４】
図８は、穴嵌容器１０の支持挿入穴４９が、係る支持挿入穴４９形状から立ち上がった壁
状である、立上穴壁５が錐台状であり、また、係る穴嵌容器１０の外側の略縁部である外
縁部２より高く立上穴壁５の縁が設けられ、図８（ａ）の構成は、係る支持挿入穴４９を
備えた穴嵌容器１０が、係る立上穴壁５が設けられた支持挿入穴４９同士で嵌め合わされ
ることにより、自立可能に積まれることが可能である穴嵌容器１０の構成の例である。
係る立上穴壁５が錐台状であることによって、支持錐材４５にも安定して設けることが可
能であるとともに、係る構成の様に、自立して積み重ねた場合も、安定した錐形状または
錐台形状となり、有用である。
【００９５】
係る構成とすることによって、支持末広材に係る穴嵌容器を設けた末広収納ユニット
とすることも可能であるし、係る穴嵌容器のみで、多段の収納ユニットを構成することも
可能であり、有用である。
但し、支持末広材に係る穴嵌め容器を設けることによって、係る多段の段の高さの設定の
自由度が増し、有用である。
【００９６】
図８（ｂ）の構成は、係る自立可能に積まれた穴嵌容器１０の構成において、図８（ａ）
の構成同様に３段に積まれた係る穴嵌容器１０の一番下の穴嵌容器１０の内側から、穴嵌
吊り具８８が係る錘台形状の支持挿入穴に円盤状の穴嵌吊止め２２１が嵌り込むことによ
って抜け止めとなり、把手３９を引き上げることによって、係る３段に積み上げられた穴
嵌容器１０をまとめて移動可能な構成である。
係る穴嵌吊り具８８の穴嵌吊止め２２１は、係る穴嵌容器１０の支持挿入穴に嵌り込む構
成であるが、係る一番下の穴嵌容器１０の下にて、係る穴嵌容器１０を係る穴嵌吊止め２
２１の上に載置させることによって、係る穴嵌容器１０をまとめて移動可能とする構成と
しても良い。
【００９７】
図８（c）は、係る穴嵌吊り具８８の構成の例の斜視図である。
【００９８】
図９は、板状台９０が、支持錐材４５である三角コーン２に設けられた構成と、板状台９
０あるいは、 コーンウェイト８９あるいは径補アダプター１５４のバリエーションの説
明図である。
【００９９】
図９（ａ）は、係る板状台９０の例であり、円形の板状材の略中央に、円形の支持挿入穴
４９が設けられた構成の例である。
 係る板状台９０は、係る支持挿入有入穴に支持末広材１０３ あるいは支持末広材１０３
である支持錐材４５あるいは三角コーン２が挿入されることにより、係る板状台９０が設
けられるものであり、図９（ｂ１）あるいは図９（ｂ２）が、係る板状台９０が支持錐材
４５である三角コーン２に設けられた構成の例の断面図であり、係る板状台９０に、収納
物を載せることによって、収納される構成の例である。
尚、係る板状台９０には、商品等を陳列しても良い。
【０１００】
図９（ｂ１）の構成の例は、支持挿入穴４９の上下の係る穴の開口部のサイズが略同じで
ある円筒状の筒状の支持挿入穴４９の断面形状の例であり、図９(b2)は、係る支持挿入穴
４９の形状が円錐台の形状の例であり、係る円錐台の支持挿入穴４９形状であることによ
って、係る板状台９０が支持末広材１０３ あるいは支持末広材１０３である支持錐材４
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５あるいは三角コーン２支持錐材４５に設けられた際に、係る支持末広材１０３の角度に
、より近い角度の支持挿入穴４９形状であることにより、より安定して設けられる構成と
なり、有用である。
【０１０１】
図９（ｃ）、図９（ｄ）、図９（ｅ）は、板状台９０または コーンウェイト８９の構成
の例であり、それぞれ、スリットである挿通スリット５６を備えた構成であり、図９（ｄ
）、図９（ｅ）は、係る挿通スリット５６が回動開閉可能なユニット部材回動開閉部５５
 でもある構成の例である。
図９（ｅ）は、図９（ｄ）が、回動開閉構造５７によって開いた状態を示しており、係る
開いた部分が、ユニット部材回動開閉部５５である。
また、図面には記載されていないが、係る板状台９０または コーンウェイト８９または
径補アダプター１５４が、図５と同様に、分割可能としても良く、また、係る分割されて
開いた部分である、ユニット部材開閉部５８に挟み込まれるスペーサーである、径変更ス
ペーサー５９を挟み込んで設ける構成としても良いし、また、回動開閉して分割されて開
いた部分である、ユニット部材開閉部５８であるユニット部材回動開閉部５５ に挟み込
まれるスペーサーである、径変更スペーサー５９を備える構成としても良い。
【０１０２】
このように、係る板状台９０または コーンウェイト８９または径補アダプター１５４が
、挿通スリット５６または、ユニット部材開閉部５８または、ユニット部材回動開閉部５
５ を備えていることによって、保持柱４４を備えた三角コーン２等の支持材１０２に、
係る板状台９０または コーンウェイト８９または径補アダプター１５４を側方から設け
ることが可能となる。
【０１０３】
図１０は、支持材１０２である、支持末広材１０３が、方形で、下側に広がる末広形状で
ある構成の例である。
【０１０４】
図１０（ａ）は、支持末広材１０３が角錘状である支持錐材４５の三角コーン２同等の構
成の断面図であり、係る支持錐材４５に、穴嵌容器１０が設けられており、係る穴嵌容器
１０が、図１０（ｃ）に示される様な形状の角筒状の穴嵌容器１０である構成の例であり
、係る穴嵌容器１０には、収納物として、紙媒体のパンフレットが収容されている構成の
例である。
【０１０５】
係る支持錐材４５が、方形の角錐状であることによって、係る収納物である紙媒体を、曲
げずに、収容することが可能となり、有用であり、特に、係る構成の例の様に、のぼり旗
４０の下にこのようにパンフレットを収容可能とすることによって、例えば、店の前で、
その日の目玉商品等を係るのぼり旗４０で遠目からでもお客を呼び寄せ、係るパンフレッ
トで、目玉商品やセールの内容等を分かりやすく手に取って見てもらい、のぼり旗４０と
パンフレットを互いに相乗効果を高めることが可能で、有用である。
特に、係る錐状であることによって、係る穴嵌容器１０を設置する高さを自由に設定する
ことが可能であり、例えば、パンフレットのサイズに応じて、一段目と二段目の穴嵌容器
１０の間隔を連続的に、自由に変えたりすることが可能であり、また、置きたいパンフレ
ットが多い時などは、係る間隔を狭くして、より多段に穴嵌容器１０を設けることも、可
能であるし、穴嵌容器１０は上の方に一段だけ設けて、その下には、看板的な大きめの案
内表示を設けるというようなことも可能であり、係る穴嵌容器１０を設けるレイアウトの
自由度が高く、有用である。
【０１０６】
また、錐形状であることによって、下の方に設けられた穴嵌容器１０に収容された紙媒体
も、必ず上の穴嵌容器１０の前に配置されて収容されるので、取り出し易く、有用である
。
尚、係るパンフレットを収容する支持錐材４５は、円錐状の支持錐材４５としてもよく、
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係る構成においては、収容されるパンフレット等の紙媒体も丸く半円状に収容される為、
係る紙媒体が自立し易く、係る収容した紙媒体が、上部の方からお辞儀をするように、前
に頭を垂れてしまい難く、係る紙媒体のチラシ等の見出し等が倒れて隠れてしまわないと
いう点においては、有用である。
尚係る穴嵌容器１０は、図１（ｃ）に示されるような錘台形状の穴嵌容器１０でも良いし
、図４に示されるような穴嵌容器１０でも良く、穴嵌容器１０の形状は、その他、本願発
明の特徴的な効果が発揮される範囲において変更することが可能であり、限定しない。
【０１０７】
図１０（ｂ）は、係る 図１０（ａ）の構成の例と同等の構成において、収容物が収容さ
れていない構成の例の斜視図であり、係る方形の錐状であることによって、4面の方向に
収容物を収納可能である構成である。
尚、係る支持錐材４５は、本図の構成の例においては、方形であるが、係る形状は、3角
形でもあるいは5角形でも、更にそれ以上の多角形でもよく、必要に応じて係る面数に応
じて、収容可能な面を創出することが可能となる。
【０１０８】
図１０（ｃ）は、 図１０（ａ）に設けられた構成の例の角筒状の穴嵌容器１０であり、
上下の開口部の形状とサイズが略同等の穴嵌容器１０の例である。
【０１０９】
図１０（ｄ）は、図１０（ｃ）の構成の角筒状の穴嵌容器１０の構成において、向かい合
った2面方向に、係る穴嵌容器１０の幅を変更可能な構成の、幅可変容器部１００の構成
の例である。
 係る幅可変容器部１００は、向かい合った一組の2面方向を構成する方形の面材である、
幅調整用部材１０６に、複数の穴が設けられており、係る穴は、係る幅可変容器部１００
の幅を変える為の、ビス１０１を通す為の幅調整穴１０７であり、必要な係る幅可変容器
部１００の幅に合わせて、係る幅調整穴１０７を選択してビス１０１止めするものであり
、本構成においては、係る幅調整穴１０７が設けられていない面の板材に、係る幅調整穴
１０７を挿通したビス１０１で、係止されるものである。
【０１１０】
幅調整穴１０７は、本構成においては、複数の穴であるが、係る幅調整方向に長い長穴と
しても良い。
また、係る幅調整用部材１０６ によって係止された２枚の面材である可動面材は、本構
成においては、略鉛直方向に設けられているが、係る幅調整用穴の配置によって、係る可
動面材の角度も、例えば、図１０（ｅ）の下側に設けられた可動面材の例ように、可変に
設けられる構成の幅調整用部材１０６としても良い。
【０１１１】
図１０（ｄ）の構成の支持末広材１０３は、一組の向かい合った面が台形の垂直に立った
面であり、係る台形の斜辺に設けられた側のもう一組の面が下側に広がる斜面である末広
形状である構成とすることによって、係る幅可変容器部１００を、係る支持末広材１０３
に設けることによって、係る幅可変容器部１００の幅のみを変えることによって、多段に
係る幅可変容器部１００を設けることが可能となる構成の例であり、つまり、図１０（ｂ
）の構成の例の方形の支持錐台に幅可変容器部１００を設ける場合は、幅可変容器部１０
０の向かい合った二組の面の方向に、幅の調節ができる様にする必要があり、一方向の幅
調節可能である為、構造的に簡易な構造で、係る支持末広材１０３の好きな高さに係る幅
可変容器部１００を設けることが可能であり、有用である。
係る構成によって、1つの仕様の穴嵌容器１０だけで、且つ、他の部材を使用せずに多段
に穴嵌容器１０を設けることが可能となり、有用である。
【０１１２】
また、上側の穴嵌容器１０の可動面材には、 底穴５２が３つ設けられている構成であり
、例えば、係る 底穴５２を水抜き穴として、係る穴嵌容器１０である幅可変容器部１０
０に、収納物として植物を植栽し、植栽容器としても良い。
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【０１１３】
図１０（ｅ）は、係る幅可変容器部１００の幅調整用部材１０６ が、ベルトの構成の例
であり、係る幅可変容器部１００の幅調整用部材１０６としてのベルトが、1つの幅可変
容器部１００の両側に、各2本ずつ設けられている構成の例である。
係る、幅調整用部材１０６がベルトであることによって、より、簡単に係る幅可変容器部
１００の幅を変更することが可能であり、また、上から二段目の幅可変容器部１００の様
に、2本設けられた一本の幅調整用部材１０６であるベルトの長さを変えることによって
、可動面材の角度を容易に変更となる構成の例である。
尚、係る幅調整用部材１０６である略水平方向に設けられたベルトに対して、係る幅調整
用部材１０６の上から、支持末広材１０３と挟み込むようにして、略鉛直方向に設けられ
たベルトは、幅ずれ防止具１０４であり、支持末広材１０３との間に係る幅調整用部材１
０６を挟み込むことによって、係る幅可変容器部１００の一方の収納部１４に重量のある
収容物が収容された際に、係る重量に引っ張られてもう一方の可動面材を引っ張って、収
納部１４を無くす方向に倒してしまうのを防止する為の構成の例であり、係る構成の部分
断面図が、図１０（ｆ）である。
【０１１４】
図１０（ｆ）の構成の例においては、幅調整用部材１０６を挟み込んだ支持末広材１０３
側に、リブを設けることによって、係る挟み込み強さを強くした構成の例である。
【０１１５】
図１０（ｇ）は、図１０（ｄ）と図１０（ｅ）の可動面材の形状が、一枚の板状であるの
に対して、略コの字形の構成の例の上面からの断面図である。
係る2つの向かい合った可動面材の形状が、略コの字形の可動面材を、面ファスナーの幅
調整用部材１０６で向かい合った可動面材を連結した構成の例であり、その他、例えば、
ベルトなどの幅調整用部材１０６で幅調整可能な構成としても良く、係る略コの字形のコ
の字の内側の部分で、係る支持末広材１０３を挟み込むような構成とすることによって、
例えば、幅調整用部材１０６がベルトであることによる、収納部１４の隙間を略無くす構
成とすることができ、また、幅調整用部材１０６が板材である図１０（ｄ）の構成の例の
様に、係る幅調整用部材１０６が、可動面材よりも前に出っ張って邪魔になる、という点
を解消でき、有用である。
【０１１６】
また、係る支持末広材１０３の斜面に平行に設けられたリブ状のリブレール９９が、幅ず
れ防止具１０４であり、係るコの字形の可動面材が、係るリブレール９９に、コの字形の
可動面材が突き当たることによって、係る可動面材が傾くのを防止する構成の例である。
尚、係る略コの字形状は、係る支持末広材１０３を挟み込む形状であればよく、Ｃ形状で
も良いし、コの字形状で且つ、波状であっても良いし、凹凸があってもよく、本願発明の
特徴的な効果が発揮される範囲において変更することが可能であり、限定しない。
【０１１７】
また、図１０の構成の例における幅可変容器部１００の幅の調整の為の係止構造は、ビス
１０１による係止でも良いし、面ファスナーでも良いし、ベルトでも良いし、磁石でも良
いし、嵌め合わせでも良いし、紐状体による結束によるものでも良いし、その他、本願発
明の特徴的な効果が発揮される範囲において変更することが可能であり、限定しない。
【０１１８】
図１１は、本発明に係る支持材１０２が、円錐形状の構成の例であり、図１１（ａ）は、
係る円錐形状の支持材１０２に、溝である溝部１２９を備えた構成の例であり、図１１（
ｂ）は、図１１（ａ）の構成の支持材１０２に、錐台筒４１が設けられている構成の例で
あり、図１１（ｃ）は、溝部１２９に植栽された構成である。
【０１１９】
図１１（ｄ）は、板状のリブの組み合わせによって、係る円錐形状の支持材１０２を構成
している例であり、図１１（ｅ）は、図１１（ｄ）の構成の上面図であり、図１１（ｆ）
は、図１１（ｄ）の構成の、バリエーションの例である。
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【０１２０】
図１１（ａ）は、係る円錐形状の支持材１０２に、溝である溝部１２９を備えた構成の例
であり、係る溝部１２９が、穴嵌容器１０であり、穴嵌容器１０である錐台筒４１が貫通
される様に設けられており、係る錐台筒４１の内側に設けられた、収納部１４となる構成
である。
尚、頂点には、把手３９が設けられている。
【０１２１】
図１１（ｂ）に示される様に、図１１（ａ）の構成の支持材１０２に、内径の違う7つの
錐台筒４１が設けられており、それぞれの錐台筒４１と錐台筒４１の間が、開口入口部１
２となり、本発明に係る末広収納ユニット１を構成している。
【０１２２】
図１１（ｃ）は、係る収納部１４である溝部１２９に、培養基材３４が収容され、係る開
口入口部１２から、植栽された植物の根３５が張っている状態を示しており、本構成にお
いては、斜めに螺旋状に設けられた溝部１２９に係る培養基材３４が収容されることによ
って、広く根３５を張るスペースを確保しつつ、培養基材３４の重量において、下の培養
基材３４に直接上の培養基材３４の重量がかかるのを緩和することによって、圧力の軽減
を図って下の培養基材３４が固くなり過ぎるのを抑制し、且つ、上からの潅水も、下に回
って下でも使われながら排水される。
【０１２３】
また、係る円錐形状の支持材１０２の内側を中空にすることによって、培養基材３４が入
らない空間を創出することによって、係る末広収納ユニット１全体の軽量化を図ることが
できて、移動も楽となる。
例えば、係る図１１の構成の円錐形状の支持材１０２は、工事現場等で使用される三角コ
ーン２として使用することによって、殺風景な工事現場の入口等を、簡易に緑化で装飾す
ることも可能であり、また、マラソン等のイベントにおいても、仕切り兼、緑花の装飾を
することが可能となる。
また、可撓性のある構成であるので、自動車や人がぶつかっても、安全であり、また、三
角コーン２の重りとして、風等で簡単に動かなくなり、有用である。
係る溝部１２９の形状は、斜めでも良いし、縦でも良いし、横でも良い。
また、係る溝部１２９に、凹凸を設けて、収納物や、培養基材３４のずれ防止としても良
い。
係る円錐形状の支持材１０２は、角錐形状でも、その他略錐形状でも良く、また、円錐台
や角錐台他の各種略錐台形状でも良い。
また、係る錐台筒４１は、いわゆる、可撓性素材ではなく、より硬質、あるいは剛性のあ
るポリアミドやポリカーボネート他のプラスチックや、陶器、ガラス、石、としても良い
。 
 尚、係る把手３９は、係る円錐形状の支持材１０２の略頂点付近に穴を設け、係る穴に
把手３９としての紐等の把手３９を設ける構成としても良い。
特に、係る穴を、貫通穴として、係る穴に紐を通すことによって把手３９とすることによ
って、特に、三角コーン２の様に中が中空の中に挿入して、積み重ねて保管、移動し易く
、有用である。
【０１２４】
図１１（ｄ）は、２等辺三角形形状の板状材である外リブ１２８が、３枚縦に組合わさり
、係る各二等辺に挟まれた角を頂点として、全体で略錐形状を構成し、係る錐形状の中段
に、２枚の円形状の略水平方向の板状材である外リブ１２８で構成されている支持材１０
２の例であり、図１１（ｅ）が、係る構成の上面図である。
係る支持材１０２に、例えば、図１１（ｂ）の様に、錐台筒４１あるいは、筒状体４８を
設けることによって、収納部１４が多段の本発明に係る末広収納ユニット１の構成となる
。
【０１２５】
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また、図１１（ｆ）は、係る図１１（ｄ）の構成のバリエーションの例であり、２枚の２
等辺三角形の外リブ１２８に仕切られた収納部１４の内、正面右の収納部１４には、横方
向の外リブ１２８が全くない状態で、左側の収納部１４１４は、略水平方向の板状材の略
中央部に穴が設けられており、また、縦方向の外リブ１２８の２等辺部にかからない構成
あることにより、巻くようにして設けられた穴嵌容器１０と横方向のリブ状の板状材の間
に、隙間を設けることが可能な構成であり、係る構成とすることによって、長い収納物を
係る隙間や、穴を通して、下まで収納可能な構成となり、有用である。
尚、係る水平方向の板状材は、係る収納部１４を多段とすることと合わせて、縦方向の板
状材の外リブ１２８の強度の補強と、形状を安定させる構成として、有用である。
【０１２６】
尚、外リブ１２８は、略錐形状あるいは、略錐台形状の支持材１０２の外形面を構成する
凸状または板状の部分であり、係る支持材１０２に巻かれる様にして設けられた穴嵌容器
１０の内側に中空の空間を形成し、収納部１４を構成可能な部分である。
【０１２７】
また、図１１（ｄ）及び図１１（ｆ）においては、係る錐形状の支持材１０２の略全てを
、板状の外リブ１２８にて構成された例であるが、図１１（ａ）の構成の支持材１０２に
おいて、円錐の側面の外面部に設けられた溝部１２９の代わりに、円錐形状あるいは錐形
状の側面の外面部に、外リブ１２８を設けた構成としても良い。
係る構成とすることによって、溝部１２９を設ける構成よりも、重ねて収納可能な収納部
１４のデザインの自由度が増し、有用である。
また、係る外リブ１２８は、支持材１０２と一体で成形しても良いし、別体の外リブ１２
８を係止した構成でも良く、係る係止方法は、接着でも融着でもネジ止めでもよく、限定
しない。
また、係る外リブ１２８を、着脱可能な構成である、着脱リブ１３９としても良い。
【０１２８】
また、係る外リブ１２８または着脱リブ１３９を設けた係る支持材、特に三角コーン等の
錐形状の支持材に、例えば、係る錐台筒４１または筒状体４８を設けることによって、培
養基材を収容して植栽植物を植栽した場合においても、係る外リブ１２８または着脱リブ
１３９の間にも、下に繋がる培養基材が収容された空間があるので、根詰まりによる根腐
れ等の心配も少なくなり、有用である。
または、 錐台筒４１または筒状体４８は、溝部１２９のない円錐形状等の錐形状の支持
材１０２に、貫通されて設けられるようにして、本発明に係る末広収納ユニット１を構成
しても良い。
 係る支持材１０２が、係る錐形状あるいは錐台形状であることによって、係る末広収納
ユニット１は全体として、倒れ難く、安定感のある構成となり、また、錐台筒４１または
筒状体４８を設けるにあたっても、係る支持材１０２の下に広がる錐形状により、係る錐
台筒４１または筒状体４８の高さが支持挿入穴４９のサイズでしっかり決まり、また、開
口入口部１２もより大きく取りやすいなど、有用な点が多い構成であるものである。
【０１２９】
また、係る錐形状または錐台形状の支持材１０２である支持末広材１０３の形状は、円形
または方形の円錐形状や円錐台形状や角錐形状や角錐台形状、またはハート形または星形
またはその他の形状の、錐形状または錐台形状でも良く、その他、本願発明の特徴的な効
果が発揮される範囲において変更することが可能であり、限定しない。
また、支持末広材１０３を覆う様に可撓部材を設けて、係る支持末広材１０３と可撓部材
の間に収納部１４を備えても良いし、基台シートを備えた可撓部材を、係る支持末広材１
０３に設けた構成としても良い。
【０１３０】
図１２は、支持末広材１０３のように、略錐形状あるいは、略錐台形状の傾斜のある支持
材１０２である、例えば三角コーン２の側面に設けられる高さによって、その径あるいは
サイズが変わる支持材１０２の高さに合わせて、一定の支持挿入穴４９を備えた穴嵌容器
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１０あるいは、錐台筒４１あるいは、筒状体４８、あるいは、板状台９０にて、係る径の
変化に対応して装着可能とする構成である、径補アダプター１５４の例である。
【０１３１】
図１２（ａ）は、係る構成の例を支持材１０２に設けた際の部分断面図であり、図１２（
ｂ）及び、図１２（ｃ1）及び、図１２（ｃ2）は、係る構成の例における径補アダプター
１５４の例である。
 図１２（ａ）は、５段の錐台筒４１が、外リブ１２８を設けられた略錐形状の支持材１
０２である三角コーン２に設けられている構成の例の部分断面図であり、真ん中の３段の
錐台筒４１は、略同等半径の内径である錐台筒４１が、違う高さで係る支持材１０２に設
けられており、係る真ん中の３段の内、最下段と最上段の錐台筒４１は、ベルトで支持材
１０２への支持挿入穴４９の取付径である内径を変更可能な径補アダプター１５４の構成
の例である。
【０１３２】
係る真ん中の３段の錐台筒４１は、略同等内径の支持挿入穴４９である錐台筒４１であり
、係る真ん中の３段の錐台筒４１の内、一番下の錐台筒４１が直接支持材１０２に設けら
れており、その上の二つの錐台筒４１は、支持材１０２の外形よりも、支持挿入穴４９の
内径の方が大きい為、係る径の差を埋めて係る錐台筒４１を係る支持材１０２に設けるこ
とが可能とする為に、径補アダプター１５４が係る錐台筒４１にハチマキ状に巻くように
設けられた構成であり、係る真ん中の錐台筒４１が設けられた径補アダプター１５４は、
係る径補アダプター１５４の外側に傾斜した面で、係る錐台筒４１を保持して、支持して
おり、その上の錐台筒４１は、径補アダプター１５４の内側に傾斜している面で、係る錐
台筒４１を保持して、支持している構成の例である。
【０１３３】
係る径補アダプター１５４の外側に傾斜した面で、係る錐台筒４１を保持する構成は、よ
り、設けられた錐台筒４１の位置がきまり、安定し易い構成となっており、径補アダプタ
ー１５４の内側に傾斜している面で、係る錐台筒４１を保持して、支持している構成は、
例えば、係る収容物が植物で、植栽容器である場合は、培養基材３４や水が、係る錐台筒
４１の外側に流出し難い構成となり、必要に応じて、使い分けることが望ましい。
【０１３４】
また、係る径補アダプター１５４が、図１２（ｂ）に構成の例の様に、筒載置部１５８が
平面である場合は、外側あるいは内側に傾斜を設けている構成と比較すると、係る錐台筒
４１の位置がずれ易い構成となっている。つまり、図１２（ｄ）に示される様に、意図的
に左右にずらして錐台筒４１を係る平面な載置部に載置することができ、左右の開口入口
部１２の広さを交互に変えることが可能となる構成であり、収納物のサイズに合わせてず
らしても良いし、植栽容器として植栽する場合も、広い開口部側には、より多く植栽でき
、植物によって日当たりの変化や、根３５３５を張る量等、植物の変化と全体の形状とし
て変化を出せる構成となり、装飾的にも有用である。
尚、係る錐台筒４１の下の支持挿入穴４９部には、座面を備えて、係る錐台筒４１の強度
アップと、座りの安定性を増した錐台筒４１の構成となっている。
【０１３５】
また、図１２（ａ）の最上段と、最下段の錐台筒４１は、係る形状アダプターが、ベルト
付きであることにより、係る支持挿入穴４９の内径が可変な、内径可変部159を備えた構
成の例であり、最上段の径補アダプター１５４と最下段の径補アダプター１５４は、同等
の内径可変部159を備えた径補アダプター１５４であり、係る内径可変部159で、係る径補
アダプター１５４の内径を変更することによって、支持材１０２の外形の違う最上段と最
下段に設けられた構成の例である。
【０１３６】
係る内径可変部159が、ベルトである構成の例が、図１２（ｃ1）の構成の例であり、係る
図１２（ｃ1）の構成の例は、図１２（ａ）の最上段と最下段の径補アダプター１５４の
構成の例の正面図であり、図１２（ｃ2）は、図１２（ｃ１）の上面図である。
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係る径補アダプター１５４は、支持材１０２に設置した際に、錐台筒４１または筒状体４
８を載せる筒載置部１５８が、可撓性を有するベルトに設けられており、係るベルトに設
けられたベルト穴１５７に他端のベルト棒１５６を挿入することにより、長さを調整して
、係る支持材１０２の径に合わせて係る径補アダプター１５４に設ける構成である。
【０１３７】
係る内径可変部159は、ベルトでも良いし、面ファスナーでも良いし、磁石でも良いし、
マグネットシートでも良いし、紐状体でも良いし、ゴムでも良いし、その他、本願発明の
特徴的な効果が発揮される範囲において変更することが可能であり、限定しない。
但し、係る内径可変部159がゴムの構成の場合、係る支持材１０２が錐台形状または、錐
形状の様に、連続的に径が変化する支持材１０２の場合は、ゴムの弾性力で係る穴嵌容器
１０である錐台筒４１または筒状体４８の位置がずり上がる可能性もあるので、望ましく
ない。但し、係る支持材１０２に、凹凸形状や段差部を備える等、ずれ防止部１１０を備
える場合は、その限りではない。
また、係る内径可変部159は、錐台筒４１または筒状体４８に設けられて、係る錐台筒４
１または筒状体４８が、取り付ける支持材１０２の径に対応して、可変である構成として
も良い。
【０１３８】
また、図面には示していないが、係る径補アダプター１５４に支持材１０２が挿入されて
設けられる内径部である、径補アダプター１５４の支持挿入穴４９である径調挿入穴１５
５に、筒一体スペーサー部１４９と同等の径調スペーサー１３５部が設けられることによ
って、筒一体スペーサー部１４９同様に、収納スペースを設けることが可能な径補アダプ
ター１５４としても良い。
また、穴嵌容器１０である錐台筒４１または筒状体４８は、係る径補アダプター１５４に
、載置して設けられても良いし、係止して設けられても良く、係る係止方法は、嵌め合い
でも、結束でも、面ファスナーでも、接着でも、溶着でも、リベットでも、ステープラー
留めでも、ネジ留めでも、ホックでも、フックでも、マグネットでもよく、本願発明の特
徴的な効果が発揮される範囲において変更することが可能であり、限定しない。
【０１３９】
また、図面には示されていないが、係る筒載置部に、複数の錐台筒４１または筒状体４８
の径に対応する径の溝を設けて、係る溝にて係る錐台筒４１または筒状体４８がはまり込
み、その位置を保持される構成としても良いし、その他の形状で、係る錐台筒４１または
筒状体４８と径補アダプター１５４に嵌合させて。保持しても良く、その他、係る径補ア
ダプター１５４の形状は、本願発明の特徴的な効果が発揮される範囲において変更するこ
とが可能であり、限定しない。
【０１４０】
図１３は、径補アダプター１５４である径調スペーサー１３５のバリエーションの例であ
り、係る径調スペーサー１３５が、穴嵌容器１０と支持末広材１０３である三角コーン２
の間に挟まれて設けられた構成の例である。
【０１４１】
図１３（ａ）は、係る径調スペーサー１３５が、穴嵌容器１０と支持末広材１０３である
三角コーン２の間に挟まれることによって、係る支持末広材１０３の径より、大きい支持
挿入穴４９の穴嵌容器１０を係る支持末広材１０３に設けられた構成の例の断面図であり
、３段に設けられた穴嵌容器１０の上二段の穴嵌容器１０は、径調スペーサー１３５を介
して、支持末広材１０３に設けられている。
係る径調スペーサー１３５の形状は、ハチマキ状でも良いし、スリットを設けたハチマキ
状でも良いし、複数に分割した構成でも良く、図１３（ｂ）は、係るハチマキ状の径調ス
ペーサー１３５の構成の例であり、図１３（ｃ）の構成が、係る複数に分割した径調スペ
ーサー１３５の構成の例である。
【０１４２】
図１３（ｂ）のハチマキ状の径調スペーサー１３５の構成の例の径調スペーサー１３５は
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、係る径調スペーサー１３５を、支持末広材に設けて、係る径調スペーサー１３５の外側
に、穴嵌容器１０を設ける構成の例である。
【０１４３】
図１３（ｃ）の径調スペーサー１３５の例は、図１３（ｄ）に示される様に、穴嵌容器１
０の支持挿入穴側に、フック状のアダプター係止具１５３にて、係る径調スペーサー１３
５が設けられた構成であり、係る径調スペーサー１３５を設けた穴嵌容器１０を支持末広
材に設けることによって、一定の内径の支持挿入穴を備えた穴嵌容器１０を、係る支持末
広材に高さを変えて設けることが可能となる構成の例である。
また、径調スペーサー１３５と支持末広材１０３または穴嵌容器１０との係止方法も、本
図のアダプター係止具１５３の例の様に、フック状でも良いし、貼付でも良いし、嵌合で
も良いし、ボルト止めでも、磁石でも、面ファスナーでもよいし、また、径調スペーサー
１３５の材質についても、各種ゴムでも良いし、エラストマー樹脂でも良いし、ポリプロ
ピレンやポリアミド等の合成樹脂でも良いし、スポンジでも良いし、木でも良いし、鉄な
どの金属でも良く、その他、本願発明の特徴的な効果が発揮される範囲において変更する
ことが可能であり、限定しない。
【０１４４】
図１４は、前記着脱リブ１３９の構成の例であり、図１４（ａ）と図１４（ｃ）は係る構
成の例であり、図１４（ｂ）と図１４（ｄ）は、係る着脱リブ１３９が、円錐形状の支持
材１０２の支持末広材１０３である、三角コーン２に設けられた構成の例である。
【０１４５】
図１４（ａ）に記載の着脱リブ１３９の構成の例は、上部にリング状のリブ留め部１３８
を備え、リブ留め部１３８は、着脱リブ１３９を支持材１０２に設ける為の部材であり、
係るリブ留め部１３８に、回動可能にリブとしての長尺の板材であるリブ部材１３７が４
本設けられており、図１４（ｂ）に示される様に、係るリング状のリブ留め部１３８を、
円錐状の支持材１０２である例えば三角コーン２の上から、ハチマキ状に挿入することに
よって、係る支持材１０２に設けられ、回動可能な回動可能部１３６によって、図１４（
ｂ）に示される様に、回動して、係る支持材１０２に沿って着脱リブ１３９が係る支持材
１０２に設けられる構成である。
係る構成によって、穴嵌容器１０を係る着脱リブ１３９の上から設けることによって、係
る穴嵌容器１０の内側に、収納部１４を設けることが可能となり、有用である。
また、係る回動可能部１３６は、蝶番でも良いし、可撓性のあるシートや紐状体を介して
設けられても良いし、その他、本願発明の特徴的な効果が発揮される範囲において変更す
ることが可能であり、限定しない。
 リブ留め部１３８は、係るリング状でも、ベルトでも、紐状でもよく、本願発明の特徴
的な効果が発揮される範囲において変更することが可能であり、限定しない。
【０１４６】
図１４（ｃ）は、係るリブ部材１３７が鎖で構成された例であり、係るリブ部材１３７が
、可撓性を有する構成であることにより、係るリブ部材１３７が、支持材１０２の形状に
なじみやすく、支持材１０２の形状に沿い易い構成となり、有用である。
つまり、図１４（ｄ）の様に、例えば三角コーン２を支持材１０２として、係る支持材１
０２に係る可撓性のある着脱リブ１３９を設けた場合に、横方向にも、容易にリブ部材１
３７を支持材１０２に沿わせて設けることが可能となり、有用である。
また、縦方向のリブ部材１３７を、板状や棒状の硬質なあるいはソリッドな材質の構成と
し、横方向を可撓性のある材質による構成としても良い。
【０１４７】
また、係る可撓性のあるリブ部材１３７は、鎖でも良いし、ロープなどの紐状体でも良い
し、ワイヤーでも、各種ゴム素材でも良いし、チューブ状でもよく、その他、本願発明の
特徴的な効果が発揮される範囲において変更することが可能であり、限定しない。
また、係るソリッドあるいは硬質なリブ部材１３７は、その材質を木としても良いし、鉄
やアルミなどの金属でも良いし、ポリプロピレンやポリアミドの様なプラスチックでも良
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いし、各種ゴムでも良く、また、マグネットでも良く、また、係るサイズや形状も太くて
も、細くても、長くても、凹凸が設けられていても、太さが変わってもよく、その他、本
願発明の特徴的な効果が発揮される範囲において変更することが可能であり、限定しない
。
また、係るチューブ状のリブ部材１３７の中に、水を通して、穴を設けて、係る末広収納
ユニット１を植栽容器とした場合の、潅水用の水管としても良い。
係る着脱リブ１３９の構成によって、穴嵌容器１０の内側に、必要に応じて太さ、あるい
は厚さの違う着脱リブ１３９を、選択的に設けることが可能となり、有用である。
つまり、太い収納物を収納したり、多くの培養基材３４を収容するのに合わせて、太い着
脱リブ１３９を自由に選択することが可能であり、有用である。
【０１４８】
図１５は、支持末広材１０３である前記三角コーン２等の支持材１０２に設けられて係る
支持末広材１０３との間に収納部１４を作り出すことが可能な構成である外リブ１２８と
同等の効果をもたらす底穴を、係る筒一体スペーサー部１４９により備えることとなり、
錐台筒４１あるいは筒状体４８に設けられた構成の説明図である。
尚、係る筒一体スペーサー部１４９は、支持材１０２と、係る錐台筒４１あるいは筒状体
４８の支持挿入穴４９と支持材１０２の間にも、収納部１４ともなる 底穴５２を構成す
る空間を作り出す、係る支持挿入穴４９に備えられた凸部または、凹部である。
【０１４９】
図１５（ａ）と図１５（ｂ）は、それぞれ、錐台筒４１と筒状体４８が、略錐形状の支持
材１０２である、三角コーン２に設けられた構成の部分断面図であり、図１５（ｃ）と図
１５（ｄ）は、筒一体スペーサー部１４９を備えた錐台筒４１の例であり、図１５（ｅ）
は、係る筒一体スペーサー部１４９が補強橋架部１４８を備えた構成の例であり、図１５
（ｆ）と、図１５（ｇ）と図１５（ｈ）は、筒状体４８が、筒一体スペーサー部１４９を
備えた構成の例である。
図１５（ａ）は、三角コーン２に代表される、略錐形状の支持材１０２に、３段で設けら
れた支持挿入穴４９の径が違う錐台筒４１が筒一体スペーサー部１４９を備えた構成の例
であり、図１５（ｃ）あるいは図１５（ｄ）に示される例の錐台筒４１が、係る錐台筒４
１に設けられた支持挿入穴４９に係る支持材１０２が挿入されて設けられ、係る錐台筒４
１は、係る支持挿入穴４９に備えられた筒一体スペーサー部１４９で係る支持材１０２に
支持されることによって、係る筒一体スペーサーの間を収納部１４ともなる 底穴５２と
して、構成されるものである。
【０１５０】
図１５（ｃ）及び図１５（ｄ）は、係る支持挿入穴４９内に、４つの筒一体スペーサーで
ある係る支持挿入穴４９内に突き出た凸部である筒一体スペーサー部１４９を備えた錐台
筒４１であり、図１５（ａ）に示される様に、係る筒一体スペーサー部１４９で支持され
て、係る錐台筒４１が支持材１０２に設けられるものである。
尚、係る筒一体スペーサー部１４９の凸高さは、収納物のサイズや太さ、収容したい培養
基材３４の量によって、適切な高さに設定されるものである。
【０１５１】
図１５（ｅ）は、係る複数の筒一体スペーサー部１４９を、互いに橋架する補強橋架部１
４８を備えることによって、係る筒一体スペーサー部１４９の強度を補強するものである
。
係る構成によって、可撓性のある素材である穴嵌容器１０においても、係る筒一体スペー
サー部１４９が座屈し難い構成となり、有用である。
【０１５２】
図１５（ｂ）は、三角コーン２に代表される、略錐形状の支持材１０２に、２段で設けら
れた支持挿入穴４９の径が違う筒状体４８が筒一体スペーサー部１４９を備えた構成の例
であり、図１５（ｆ）に示される例の筒状体４８が、係る筒状体４８に設けられた支持挿
入穴４９に係る支持材１０２が挿入されて設けられ、係る筒状体４８は、係る支持挿入穴
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４９に備えられた筒一体スペーサー部１４９で係る支持材１０２に支持されることによっ
て、係る筒一体スペーサーの間を収納部１４ともなる 底穴５２として、構成される例で
ある。
尚、係る一番下の筒状体４８には、筒一体スペーサー部１４９が設けられておらず、筒一
体スペーサー部１４９を備えないことによって、収納された収納物を、受け止めて、保持
する構成である。
【０１５３】
図１５（ｆ）は、筒状体４８に、筒一体スペーサー部１４９を備えた構成の例であり、図
１５（ｃ）の錐台筒４１に設けられた筒一体スペーサー部１４９同様、係る筒状体４８が
、係る筒一体スペーサー部１４９に支持されて、係る支持材１０２に設けられた構成であ
り、係る筒一体スペーサーの間を収納部１４１４として、構成される例である。
【０１５４】
図１５（ｇ）は、図１５（ｅ）同様、係る複数の筒一体スペーサー部１４９を、互いに橋
架する補強橋架部１４８を備えることによって、係る筒一体スペーサー部１４９の強度を
補強するものである。
尚、筒一体スペーサー部１４９は、補強橋架部１４８以外の補強構造を備えても良く、係
る補強構造は、リブでも良いし、鉄などの金属や、ポリプロピレンやポリアミド等のプラ
スチックや木などを備えた補強構造としても良く、その他、本願発明の特徴的な効果が発
揮される範囲において変更することが可能であり、限定しない。
【０１５５】
図１５（ｈ）は、筒状体４８に設けられた筒一体スペーサー部１４９が、係る筒状体４８
の内側に凸に設けられた構成の例の上面図である。
係る構成においては、係る内側に凸に設けられた凸部を、リブ状に設けることによって、
強度のある筒一体スペーサーとすることができ、図１５（ｆ）あるいは、図１５（ｇ）の
例の筒一体スペーサー部１４９と合わせた構成としても良い。
【０１５６】
図１５（ｉ）及び、図１５（ｊ）は、図１５（ｈ）の筒一体スペーサー部１４９が、係る
筒状体４８の内側に凸に設けられた構成の例の部分断面図であり、それぞれ、係る筒一体
スペーサー部１４９の形状のバリエーションを示しているものであり、図１５(i)の筒一
体スペーサー部１４９は三角形であり、図１５（ｊ）の筒一体スペーサー部１４９は、長
方形であり、係る形状は、限定しない。
また、図１５（ｋ）は、筒状体４８の底部に、平面部を備え、係る平面部の内側に設けら
れた支持挿入穴４９の内側に、筒一体スペーサー部１４９が設けられた構成の断面図を示
している。
図１５に記載の、筒一体スペーサー部１４９を備えた錐台筒４１または筒状体４８の構成
であることによって、例えば、一般的な三角コーン２においても、本発明に係る末広収納
ユニット１を、容易に創出することが可能となり、有用である。
【０１５７】
図１６は、穴足１６５を備えた構成の例である。
図１６（ａ）は、穴足１６５を備えた錐台筒４１が、錐形状の支持末広材１０３が支持材
１０２である三角コーン２に設けられた構成の例であり、図１６（ｃ）は、穴足１６５を
備えた板状台９０が、同様に、錐形状の支持末広材１０３が支持材１０２である三角コー
ン２に設けられた構成の例である。
図１６（ｂ）は、穴足１６５を備えた錐台筒４１の例である。
【０１５８】
図１６（ａ）において、穴足１６５を設けた錐台筒４１が、支持材１０２である三角コー
ン２に備えられた構成の例であり、係る穴足は、図１６（ｂ）に示される様に、支持挿入
穴４９の周辺に３本の帯状の穴足が係止されて設けられた構成であり、係る穴足１６５が
、他の錐台筒４１と支持材１０２の間に挟み込まれることによって、より、係る錐台筒４
１を安定化させることが可能である構成であり、係る錐台筒４１の安定化を図ることが可
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能で、有用である。
また、係る穴足は、穴嵌容器１０に別部品を係止する構成としても良いし、係る穴嵌容器
１０と一体に成形して、備えさせる構成としても良い。
【０１５９】
係る構成においては、係る穴足１６５は、他の径補アダプター１５４や、錐台筒４１や筒
状体４８と係る支持材１０２との間で挟み込まれても良いし、載置された支持材１０２と
地面との間で挟み込まれて挟持しても良いし、支持材１０２に設けた挟み込み部で挟持し
ても良いし、穴足自体の重量で、係る穴足が設けられた錐台筒４１または筒状体４８の重
心を下げて安定させて保持させても良いし、穴足１６５を挟持または係止、または保持す
る部分である足留め部１６４であれば、その他、係る足留め部１６４は本願発明の特徴的
な効果が発揮される範囲において変更することが可能であり、限定しない。
【０１６０】
また、本図においては、係る穴足１６５は、１つの錐台筒４１によって挟まれているが、
複数の錐台筒４１によって挟まれて挟持してもよく、長い穴足１６５を、必要に応じてカ
ットしても良く、また、１つの足留め部１６４で複数の穴嵌容器１０や錐台筒４１や筒状
体４８の穴足１６５を保持する構成としても良い。
また、係る穴足１６５は、穴嵌容器１０と同様の可撓性のある部材でも良いし、その他、
紐やリボン、綱、鎖、自己吸着シート、磁石やマグネットシート、棒状材、板材を設けて
も良く、また、太さや、長さのサイズや形状も、太くても、長くても、凹凸が設けられて
も、太さが変わっても良く、その他、本願発明の特徴的な効果が発揮される範囲において
変更することが可能であり、限定しない。
また、係る穴足１６５は、穴嵌容器１０と一体に成形された構成としても良い。
【０１６１】
尚、係る穴足165は、長尺であることによって、より多くの他の錐台筒４１または筒状体
４８等と支持材１０２との間で挟持されてよりしっかりと保持され易くなり、また、長い
ことによる低重心化や、収納物との摩擦や挟持による保持力をアップさせることも可能で
、特に、係る収納物が植物と培養基材３４である場合には有用である。
また、係る穴足１６５を、着脱リブ１３９として、着脱リブ１３９が設けられた穴嵌容器
１０または錐台筒４１または筒状体４８としても良い。
また、係る穴足は、本構成においては、錐台筒４１に設けられた構成の例であるが、その
他の穴嵌容器１０や、筒状体４８に設けられた構成でも良いし、図１６（ｃ）に示される
様に、板状台９０に設けられた構成としても良い。
尚、図１６（ｃ）の板状台９０に穴足が設けられた構成は、図１６（ａ）の錐台筒４１に
穴足が設けられた構成と略同等の構成の板状台９０に、穴足が設けられた構成の例である
。
　また、係る支持材１０２は、本図においては三角コーン２であるが、その他の支持末広
材１０３でも良く、限定しない。
【０１６２】
図１７は、ハチマキ受け１７１と基台シート３０が、係る錐形状の支持材１０２である三
角コーン２に被さる様に、あるいは、巻いて設けられ、係る基台シート３０の上から、錐
台筒４１が設けられた構成の例の部分断面図である。
【０１６３】
図１７（ａ）は、係る構成においては、支持材１０２の下方にハチマキ受け１７１がハチ
マキ状に支持材１０２に巻かれる様にして設けられており、袋状または樋形状の溝を備え
た係るハチマキ受け１７１は、水等の受け部が輪状である構成であり、係るハチマキ受け
１７１の輪状部に、支持材１０２が挿入されて、係る錐形状の下部で、係るハチマキ受け
１７１が留まっており、係るハチマキ受け１７１の係る溝の内側を覆い被さる様にして、
基台シート３０が支持材１０２に円錐状に巻かれて設けられており、係る基台シート３０
の上から、筒一体スペーサー部１４９を備えた錐台筒４１が設けられた構成となっている
。
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【０１６４】
係る、基台シート３０が、ハチマキ受け１７１の内側に被さる様にして設けられているこ
とによって、収納物を下側で係るハチマキ受け１７１が受けることが可能であるし、また
、例えば、係る末広収納ユニット１に植栽される植栽容器として構成される場合には、潅
水の水受けとすることができ、係る基台シート３０が係るハチマキ受け１７１の内側に被
さる様に設けられていることから、水のこぼれを抑制することが可能となる構成である。
尚、係るハチマキ受け１７１は、可撓性素材でも良いし、プラスチックや金属他の硬質あ
るいはソリッドな素材でもよい。
尚、係る基台シート３０は、円錐などの錐形状あるいは、円錐台などの錐台形状あるいは
円筒などの筒形状に形成した構成としても良く、係る構成とすることによって、自立も可
能な構成となり、有用である。
【０１６５】
図１７（ｂ）は、図１７（ａ）の構成において、係る錐形状あるいは錐台形状あるいは円
筒形状の基台シート３０に、錐台筒４１を係止した構成である。
このように、錐台筒４１あるいは筒状体４８を、錐形状あるいは錐台形状あるいは円筒形
状の基台シート３０に係止することによって、例えば、係る基台シート３０に、収容物、
例えば、培養基材３４と植物が収容された状態でも、係る錐台筒４１あるいは筒状体４８
が、係る基台シート３０の形状を保持する骨組みとなり、係る基台シート３０が、内側に
座屈するのを抑制して、型崩れし難くなり、係る支持材１０２が無くても、錐形状あるい
は錐台形状あるいは円筒形状を保持したまま自立あるいは吊設し易くなり、有用である。
また、図１７（ｃ）は、図１７（ｂ）の構成の基台シート３０に、更にハチマキ受け１７
１も係止した構成となり、特に係るハチマキ受け１７１を硬質またはソリッドな構成とす
ることにより、更に型崩れし難く、係る基台シート３０の形状を保持したまま自立あるい
は吊設し易くなり、有用である。
【０１６６】
基台シート３０は、可撓性素材によるシート状の部材であり、支持末広材１０３と、穴嵌
容器１０の間に挟まれて設けられるものであり、特に、係る穴嵌容器１０が錐台筒４１あ
るいは筒状体４８の構成においては、係る基台シート３０との間の空間が収納部１４とな
る構成となる。
【０１６７】
図１８は、錐台筒４１あるいは筒状体４８の支持挿入穴４９内径が、可変で、調整可能で
ある、あるいは、調整可能な部材を備えた構成の例である。
図１８（ａ）は、図１８（ｂ）の支持挿入穴４９の内径が、可変的に調整可能である構成
の錐台筒４１が、錐形状の支持材１０２である三角コーン２に設けられた構成の例であり
、図１８（ｂ）の支持挿入穴４９の構成の錐台筒４１は、係る支持挿入穴４９の周辺に、
巻止め部材１６９を備え、係る巻止め部材１６９にて、係る支持材１０２に巻いて保持さ
れる構成の例である。
【０１６８】
図１８（ａ）は、支持挿入穴４９のサイズが略同じの錐台筒４１が２つ三角コーン２に設
けられており、下側の錐台筒４１は、略支持挿入穴４９のサイズと同じサイズの三角コー
ン２の部分で保持されており、上側の錐台筒４１は、係る支持挿入穴４９よりも、小さい
サイズの三角コーン２の部分で、巻止め部材１６９で、保持可能な径のサイズに調整され
ることによって、係る支持材１０２である三角コーン２に設けられている構成であり、係
る上側の錐台筒４１は、係る巻止め部材１６９が係る錐台筒４１の支持挿入穴４９の右側
に設けられている為、係る三角コーン２の左側に偏る様にして設けられている構成である
。
ただし、係る巻止め部材１６９は、穴足に設けられる構成とすることによって、このよう
な偏りを少なくすることが可能となり、有用である。
【０１６９】
図１８（ｂ）は、錐台筒４１の支持挿入穴４９部に、巻止め部材１６９であるベルトが、
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筒位置係止具１６３として錐台筒４１に設けられ、支持挿入穴４９部に、支持材１０２を
挿入して、係るベルトで係る支持材１０２を巻いて留めることによって、係る錐台筒４１
を係る支持材１０２に係止する構成となる。
係る筒位置係止具１６３は、穴嵌容器または、穴嵌容器である筒状体４８または、錐台筒
４１に設けられて、係る穴嵌容器が支持材１０２を、係る支持挿入穴４９部に挿入して係
る穴嵌容器が設けられる際に、係る支持材１０２にずれを抑制するために係止する構成で
あり、筒位置係止具１６３である巻止め部材１６９は、ベルトでも良いし、面ファスナー
でも良いし、紐やロープなどの紐状体でも良いし、リボンでも、ワイヤーでも、テープで
も、ゴムバンドでも、磁石でもマグネットシートでも良く、その他、本願発明の特徴的な
効果が発揮される範囲において変更することが可能であり、限定しない。
また、係る穴嵌容器１０自体、あるいは、錐台筒４１または筒状体４８自体を、マグネッ
トシートとしても良い。
また、穴足１６５も、筒位置係止具１６３の形態の１つである。
【０１７０】
また、係る巻止め部材１６９を留める高さを変えることによって、図１８（ａ）の下から
一つ目と二つ目の錐台筒４１の様に、違う径の部分においても、設けることが可能となり
、有用である。
また、係る巻止め部材１６９と穴足を両方設ける構成として、係る巻止め部材１６９で係
る穴足を巻いて、係る支持材１０２に設ける構成としても良く、また、係る巻止め部材１
６９を穴足に設ける構成としても良い。
【０１７１】
図１９は、円錐状の支持材１０２である三角コーン２にて構成される本発明に係る末広収
納ユニット１を支持材１０２ごと持ち運び可能な構成に関する説明図である。
本発明に係る三角コーン２に代表される略錐形状の支持材１０２において、収納物を収納
して重くなった場合、例えば、植栽容器とした構成とした場合に、把手３９等の下側から
支えて持ち運びのできる部分が必要となり、有用である。
【０１７２】
図１９（ａ）は、係る把手３９の例の部分断面図であり、本発明に係る支持材１０２が三
角コーン２に代表される錐形状である構成の上部に、係る三角コーン２に代表される支持
材１０２の内部の中空部である支持中空部２２０に貫通された穴に、係る把手３９が、係
る把手３９の一部を挿入されて、係る把手３９の一部に、係る穴からの抜け防止部である
穴嵌吊止め２２１を備えて設けられ、着脱リブ１３９も合わせて設けられた構成の例であ
る。
【０１７３】
図１９（ｂ）は、図１９（ａ）の斜視図であり、かかる三角コーン２には、係る把手３９
と着脱リブ１３９が設けられた構成である。
図１９（ｃ）は、係る把手３９が球形状、図１９（ｄ）は、係る把手３９が棒形状、図１
９（ｅ）は、把手３９兼案内表示板である構成の例である。
尚、図１９の着脱リブ１３９については、 リブ留め部１３８は、省略している。
【０１７４】
図２０及び、図２１は、係る支持材１０２の別のバリエーションの構成の例である。
【０１７５】
図２０は、係る下方向に広がって末広がりに設けられている４本の支持材１０２が、弓状
の曲線の構成であり、図２０（ａ）は正面図、図２０（ｂ）は側面図である。
係る構成とすることにより、例えば、図２（ａ）の様に、下の方の傾斜を大き目のなだら
かな構成とすることにより、例えば、短い収納物の収納部１４が多い構成とすることが可
能となる。
また、植栽容器とする場合においても、その他の曲線、曲面に植栽するような、装飾的な
バリエーションが豊富な構成とすることが可能となり、有用である。
【０１７６】
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図２１は、係る下方向に広がって末広がりに設けられている支持材１０２が、台形の板材
である構成の例である。
 係る板材により、支持材１０２が、下方向に広がって末広がりに設けられていることに
より、棒状材で係る構成を製作するのに比べ、製作し易く、また、強度を出し易く、板状
部分方向からの植栽や収納が必要でない場合は特に、製造コスト面から、有用な構成であ
る。
【０１７７】
図２１（ａ）及び図２１（ｃ）は、係る構成の正面図、図２１（ｂ）及び図２１（ｄ）は
、係る構成のそれぞれの側面図であり、それぞれ、側面を台形の板状材で構成しており、
図２１（ａ）は係る板状材を略垂直に設け、図２１（ｃ）は、係る板状材を下方向に広が
って末広がりに設けることによって、構造的に、より強度を増した構成である。 
また、係る板材は、台形でも良いし、三角形でも良いし、係る下方向に広がって末広がり
の辺の形状は、直線でも、弓状でも、凹凸が設けられていても、曲線でも、段差があって
も良い。
【０１７８】
尚、以下、一連の本図の実施の形態において、穴嵌容器１０あるいは、錐台筒４１あるい
は筒状体４８あるいは板状台９０の素材は、ポリプロピレンやポリアミドなどの合成樹脂
でも良いし、ガラスや陶磁器でも良いし、木でも、各種ゴムでも、鉄やアルミニウム等の
金属でも、カーボンでも良く、また、可とう性を有した素材でもよく、テント５４生地や
メッシュ生地等の布状部材、他各種繊維素材、各種ゴムやエラストマー樹脂や各種樹脂シ
ート製、綿、麻等の天然素材、紙製、マグネットシート、金属メッシュ等金属、また、色
も透明、蛍光、光っても良く、その他、必要に応じた強度、機能を有し、本発明と同一の
作用効果を発揮できる範囲内でその素材を限定しない。
【０１７９】
また、基台シート３０の素材は、可とう性を有したシート状で、テント５４生地やメッシ
ュ生地等の布状部材、他各種繊維素材、各種ゴムやエラストマー樹脂や各種樹脂シート製
、綿、麻等の天然素材、紙製、マグネットシート、金属メッシュ等金属、また、色も透明
、蛍光、光っても良く、その他、必要に応じた強度、機能を有し、本発明と同一の作用効
果を発揮できる範囲内でその素材を限定しない。
【０１８０】
また、穴嵌容器１０の形状も、多角形、ハート形、星形、丸、楕円、半球状、あるいは部
分球状等の曲面状、その他異形でも、長さ、大きさ違いの組み合わせ違いでもよく、その
形状を限定せず、また、厚さも、本発明と同一の作用効果を発揮できる範囲内で限定しな
い。
【０１８１】
また、各図において、錐台筒４１あるいは筒状体４８または穴嵌容器１０または板状台９
０で説明している内容において、あくまでも、説明の一例としてそれぞれの、錐台筒４１
あるいは筒状体４８または穴嵌容器１０または板状台９０で説明しているにすぎず、それ
ぞれの構成において、錐台筒４１あるいは筒状体４８または穴嵌容器１０または板状台９
０は互いに変更して応用可能である。
【０１８２】
また、一連の図面には無いが、係る支持材１０２は、係る錐台筒４１または筒状体４８ま
たは穴嵌容器１０を係る錐台筒４１または筒状体４８または穴嵌容器１０の外側から支え
る構成としても良い。
【０１８３】
また、係る支持材１０２には、設けた穴嵌容器１０や、穴嵌容器１０や、錐台筒４１や筒
状体４８のずれ防止として、凹凸形状や、段差を設けても良いし、波形状としても良く、
本願発明の特徴的な効果が発揮される範囲において変更することが可能であり、限定しな
い。
【０１８４】
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また、溝部１２９は、複数の外リブ１２８または、着脱リブ１３９または筒一体スペーサ
ー部１４９の間に形成される空間としてもよく、係る空間は、穴嵌容器１０の背面あるい
は内側において形成される中空領域である収納部１４を形成するものであるとしても良い
。
【０１８５】
また、各図中の説明にある三角コーン２は、一般的呼称として、ロードコーン、セーフテ
ィーコーン、ラバーコーンなどと呼称されるものであり、主には、合成樹脂やラバーで成
形された空洞の略円錐形状であり、中には、角錐や頂点に穴を備えた形状の構成もあるも
のである。
【０１８６】
また、支持材１０２の材質は、木や、アルミニウム、鉄等の金属、ポリプロピレン、ポリ
アミド等の樹脂、生地、石、陶磁器、カーボン、布状、網状等、コンクリート、その他本
発明の範囲内でその種類を限定せず、必要な強度を満足可能な材質が望ましく、同様に、
支持材１０２の形状についても、円柱、多角柱、筒状、鎖状、紐状、ワイヤー状、布状で
も、その他本発明の範囲内でその種類を限定しない。
【０１８７】
また、ユニット構成部材は、穴嵌容器１０または、支持錐材４５または、三角コーン２、
または、径補アダプター１５４または コーンウェイト８９であり、それぞれのユニット
構成部材は、開閉可能であるか、２つ以上に分割可能である構成とすることが可能であり
、それぞれのユニット構成部材が、開閉または分割されて開いた部分である、ユニット部
材開閉部５８に挟み込まれるスペーサーである、径変更スペーサー５９を挟み込んで設け
ることが可能である。また、係る。開閉可能であるか、２つ以上に分割可能である構成の
ユニット構成部材は、互いに連結する構造であるユニット連結構造を備え、係るユニット
連結構造は、互いの嵌め合い構造でも良いし、面ファスナーでも良いし、磁石でも良いし
、ネジでも良いし、掛け金でも良いし、接着、融着でも良いし、別部材を介して連結して
も良いし、その他、本願発明の特徴的な効果が発揮される範囲において変更することが可
能であり、限定しない。
【０１８８】
尚、支持挿入穴４９の形状は、円形でも良いし、方形でも良いし、3角形でも、その他多
角形でも、星形でも、ハート形でもよく、その他、本願発明の特徴的な効果が発揮される
範囲において変更することが可能であり、限定しない。
【０１８９】
また、支持材１０２を、支持錐材４５あるいは、三角コーン２あるいは支持末広材１０３
で説明している図面においても、それぞれ、例として、各支持材１０２の形態を上げてい
るにすぎず、互いの構成において、それぞれの支持材１０２の構成を取ることが可能であ
る。
【０１９０】
また、その他のユニット構成部材の説明おいても、同様にそれぞれのユニット構成部材に
ついて、他の図面の構成に応用可能である。　
【０１９１】
また、それぞれのユニット構成部材の回動可能な回動開閉構造５７は、係る蝶番が備えら
れた位置に可撓性のシートを接着して回動開閉可能にしても良いし、係る箇所を薄肉に成
形することにより回動開閉可能にしても良いし、2分割以上に分割されたユニット構成部
材の分割部分を互いに回動開閉可能に嵌め合わせて回動開閉可能にしても良いし、蝶番を
設けても良いし、その他、本願発明の特徴的な効果が発揮される範囲において変更するこ
とが可能であり、限定しない。
また、それぞれのユニット構成部材が、2以上に分割可能である構成における、係る分割
されたそれぞれが、互いに係止される係止構造は、嵌め合いでも良いし、掛け金でも良い
し、面ファスナーでも良いし、磁石でも良いし、接着でも良いし、その他、 本願発明の
特徴的な効果が発揮される範囲において変更することが可能であり、限定しない。
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【０１９２】
また、それぞれのユニット構成部材が、挿通スリット５６を備えるか、分割される構成に
よるユニット部材開閉部５８を備えるか、回動開閉構造５７による、回動開閉可能なユニ
ット部材回動開閉部５５を備えることによって、保持柱４４の側面方向から、それぞれの
ユニット構成部材を設け易くなり、挿通スリット５６を備え た構成は、挿通スリット５
６に保持柱４４を通して設けるだけで良いので、設置作業が楽であるという点で有用であ
り、回動開閉可能なユニット部材回動開閉部５５を備えた構成においては、保持材の太さ
が多少太くなっても、ユニット部材回動開閉部５５を開くことによって、対応可能である
という点と、分割される構成と比べると、設置が楽であるという有用性があり、分割され
る構成においては、より太い支持末広材１０３に自由なサイズに設けることが可能である
という有用性があり、それぞれ、違った有用性があるものである。
【０１９３】
また、係る開閉可能なユニット構成部材の、分割されて開いた部分である、ユニット部材
開閉部５８に挟み込まれるスペーサーである、径変更スペーサー５９を、図５（ｅ）同様
、挟み込んで設ける構成としても良く、係る構成による有用性は、図５（ｅ）あるいは、
図５（ｆ）同等であるが、回動開閉する構成であることによって、径変更スペーサー５９
は、1か所で良く、それによって、係る設置がより、容易となり、有用である。
【０１９４】
また、末広収納ユニットは、 支持材だけでなく、全体の形状も、例えば錐形状あるいは
錘台形状の様な下側に広がる末広形状である構成とすることによって、全体の安定が増し
、また、収納物も取り出し易い等の効用もあるが、全体の形状は、必ずしも末広形状とせ
ず、例えば、円柱形状や方形等、必要に応じて、自由な形状の構成としても良い。
【産業上の利用可能性】
【０１９５】
本願発明は、長さの違う物品の収納も、取り出し易く収納でき、また、植物の装飾を自在
に出来ることから、各種イベントの装飾をはじめ家庭用ガーデニング用品としても魅力的
な発明品であり、産業上利用可能性は極めて高いと思慮されるものである。
【符号の説明】
【０１９６】
１　　末広収納ユニット
２        三角コーン
３        外縁部
４        内低部
５        立上穴壁
６     　受け部
１０　　穴嵌容器
１１　　中空領域
１２　　開口入口部
１４　　収納部
３０　　基台シート
３４   　 培養基材　
３５　　根 
３９   　把手
４０  　案内表示部・のぼり旗
４１　　錐台筒
４４　　保持柱
４５　　支持錐材
４６　　ペグ穴
４８ 　　筒状体
４９　　支持挿入穴
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５０　　柱台
５１     　天頂穴
５２        底穴
５４       テント
５５         ユニット部材回動開閉部 
５６         挿通スリット
５７         回動開閉構造
５８         ユニット部材開閉部
５９         径変更スペーサー
６０ 　　支持底
６１       カナメ部
６２　　支持可撓材
６３ 　　支持アダプター
６４       柱支え穴
６５       放射カナメ
６６       柱支えシート
６７       柱支え紐
６８       可撓性柱支え
69   　R筒台
７０       柱支え係止部
７１　　支え穴係止具
７８         合体ずれ防止部
７９      　支持用支柱
８８      　穴嵌吊り具
８９      　コーンウェイト
９０         板状台
９９      　リブレール
１００       幅可変容器部
１０１    　 ビス
１０２　　 支持材
１０３　　支持末広材
１０４       幅ずれ防止具
１０５       可動面材
１０６       幅調整用部材
１０７       幅調整穴
１１０       ずれ防止部
１２８    　外リブ
１２９       溝部
１３５    　径調スペーサー
１３６　　回動可能部
１３７    　リブ部材
１３８    リブ留め部
１３９      着脱リブ
１４８     補強橋架部
１４９     筒一体スペーサー部
１５３    アダプター係止具
１５４     径補アダプター
１５５     径調挿入穴
１５６     ベルト棒
１５７    ベルト穴
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１５８    筒載置部
１５９　内径可変部
１６３     筒位置係止具
１６４     足留め部
１６５     穴足
１６９    巻止め部材
１７１     ハチマキ受け
２２０    支持中空部
２２１    穴嵌吊止め
Ｓ１　　収納物・収容物（文具等小物雑貨）
Ｓ２　 収納物・収容物（植物）
【要約】
【課題】あらゆるデザインアレンジによる、雑貨、パンフレット等の小物や植物を用いて
美しい装飾が可能であり、植栽に利用する場合には、水やり、植え替えのいずれも簡単に
行えるガーデニング用品ともなる収納ユニットを提供する。
【解決手段】2以上の支持材（１０２）が、互いに下方向に広がっていく末広がりである
、支持末広材に、穴嵌容器の支持挿入穴に挿入して設け、支持末広材を構成する、２以上
の支持材（１０２）は、曲げ可能な可撓性のある支持可撓材（６２）であり、
前記穴嵌容器は、該穴嵌容器（10）の外縁部（3）の内側に収納物を収容する収納部であ
る容器形状であり、前記支持末広材が挿入される穴である、支持挿入穴を備え、前記支持
末広材を前記支持挿入穴に挿入することによって、これまでに無い収納と緑花の装飾の自
由度を可能とした。
【選択図】図１

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】
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【図１９】 【図２０】

【図２１】
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